第39回北陸医学会総会 by unknown
正 証 表
金沢大学十全医学会雑誌 第94巻 第 5号
第 8 会場 小 児 科分科会 1 009頁， 29行目 h 30行目
誤 正





日 時こ昭和 60年 9月1 日く別 9時
場 所こ 主 会場 福 井 医科大学
分会場 福井県医師会館
シ ンポジ ウム r循環器疾患治療の 進歩J















余川 茂 く富山医科薬科大学第 2内科1
8． 不整脈の 治療
三 崎拓郎 く金沢大学第 1外科う
第1会 場 内 科 分 科 会
第 128 回 日本内科学会北陸地方会
座長 佐賀 務 く福井医大第 3内科フ
1■ 入 院中に 偶発 した 破傷風の 1 治験例
0久津見尊 く福井市久津見内科病院1
2． 自己免疫性溶血性貧血 に 問質性肺炎 を合併 しサ イ
トメ ガ ロ ウイ ル ス 肺炎に て 死亡 した 1例
0 金森 一 紀， 岡藤和博， 高倉文嗣
魚谷洗平 ， 吉田 喬， 中村 忍
松田 保 く金大第 3内科1
3． 肺炎症 例に お ける胸部 C Tの 施行経験




4． 肉芽腫性肝炎 を伴 っ た ピペ ラ シ リ ン に よる 肉芽腰
性肺臓炎の 1 例
0 前JIt 裕， 山崎 洋， 大谷信夫
く金沢医大呼吸器内科1
安原 稔， 松田 芳郎 く同 消化器内科う
藤井隆広 ， 山道 昇， 小西 二 三 男
く同 病埋I
5． 左 側胸部流注腫瘍 の 1例
0 朝倉英策， 近藤邦夫， 中尾真二
新井裕 一 ， 北尾 武 く国療金沢若松病院内科フ
中村 毅， 森 明弘， 宮崎誠示
く南 ケ丘病院う
6． 胸腔内脂肪腰の 3例
0 越野 健， 浜 田誠人， 林 武彦
北中 勇， 立村森男， 森永健市
く浅ノ 川総合病院内科う
7． 嗜癖 中に 石綿小体 を認 め た肺癌 の 1剖検例
0村本信吾 く公立能登総合病院内科1
奥村義治 く金沢医大公衆衛生う
北川 正 信 く宵山医薬大病 埋J
座長 三船順 一 郎 く福井循環器病院内科う
8 ． 三尖弁閉鎖症 の長期生存例
0 安 田紀久雄， 平 田昌義， 北野 博嗣
泊 康男 く北陸中央病院内科フ
塩谷謙二 く国療富山病院内科1
9 ． 内腸骨動脈癖破裂の 1例
平岩善雄， 文字 直， 楠 憲夫
代 0 清水邦芳， 荒木 一 郎， 品川俊男
永森正秋 く富山赤十字病院内科1
麻柄達夫 く同 心臓外科う
酒井 晃 く同 泌尿器科1
10． 異型狭心症例 に 対す る冠動脈内ア セ チ ル コ リ ン 投
与試験
0 松山文男， 三 羽邦久， 後藤雅博
李 鐘大， 加藤 大， 清水寛正
堂前尚親， 庶 晃， 中村 徹
く福井医大第 1 内科う
11． 不整脈 に お け る興奮旋 回 に つ い て
一 基礎的臨床的研究 －
0 久保田幸次， 杉本尚樹， 森下大樹
寺川俊典， 高田重男， 池田孝之
服部 信 く金大第 1内科1
座長 加藤卓次 く福井医大第 2内科ン
12． 上 腸間膜動脈症候群の 2例
0米島正広， 若林時夫， 鈴木邦彦
田辺 釧， 杉岡五郎 く国立金沢病院内科う
滝田佳夫 く同 外科フ
13． 多発性消化性潰瘍を併存 した表層性拡大型 悪性 リ
ン パ腫 の 1例
1000
0 加登 康洋 く加登病院ン
岡井 高 く金 沢大が ん研内科う
北村徳次 く同 外科1
小西二 三 男 く金沢医大病理1
14． V E M P療法が著効 を呈 し た大腸悪性 リ ン パ 腫の
1例
0 前川直美， 林 正 則， 秋 田裕 一
山岸利栄， 尾崎鑑 治， 大隅敏光
向野 栄 く福井赤十字病院内科う
津谷 寛 く福井医大第 1 内科1
15． ミ オ グ ロ ビン尿症 を伴 っ た劇症肝炎の 1例




16． 著明な 黄色腫 を伴っ た ヘ テ ロ 家族性高 コ レ ス テ
ロ ー ル 血症の 1例
0 沢崎茂樹， 朝日 寿実， 横山彰仁
由井米光 く済生会高岡病院内科う
浜崎智仁， 矢野 三郎 く富山医薬大第 1内科1
17． 高令女性で痛風発作の 初発 をみ た 1例
0秋山 敬， 安藤 明， 春木克夫
く藤田病院内科1
宮崎長 一 ， 河合盛光 く金大第 2内科I
森河 浄， 黒 田 満彦 く福井医大中央検査部I
18． 低血 糖昏睡 に よ り R habdom yolysis を お こ した
と 思わ れ る D M の 1例
0 北川浩文， 潮木保幸， 中村 聡
登谷大修， 中屋 昭次郎， 柳 碩也
く福井県済生会病院内科う
能登 裕 く金大第 1 内科う
座長 岸田 繁 く福井医大第 3内科う
19． 低 ナ ト リ ウ ム 血 症 を 契機 と し て 発見 さ れ た
A C T H単独欠損症 の 1例
0 中川 淳， 西野逸男， 中村保雄
蜂谷春雄， 山田隆千， 横長 愚
く氷見市民病院内科I
江守 巧 ， 阿部 浩 く同 脳神経外科I
中林 肇 く金大第2内科1
20一 汎下垂体前葉機能低下症 を伴 っ た Em pty se11a
Syndr o m eの 1例
0真田 陽， 小田秀治， 宮本市郎
西村奉行， 宮腰久嗣， 能登 裕
く金大第 1内科う
21． 血小板減少性紫斑病 を合併 した 甲状腺機能冗進症
の 1例
0 藤井寿美枝， 桝 田昌之助， 森 清男
く芳珠記念病院内糾
川東正範， 宮森 勇 く金大第2内科
22． 乳頭腺病 に 併発 し た甲状腺未分化癌の 1例




座長 堂前尚親 く福井医大第 1内科1
23． 原発
．
JEE副甲状腺機能完進症 を合併 し た M ultiple
ha m a rto m a syndr o m eくCo wde n病l の 1例
0 瀬田 孝， 京井優典， 吉光康平
三 輪梅夫， 大家他家夫 く石川県立中央病院内椰
24． グ ル コ コ ル チ コ イ ド に よ り血清 E が 正常化した
原発性 アル ドス テ ロ ン 症の 1 例
0 皆川冬樹， 永井国雄， 飯川能彦
川東正範， 中林 肇， 岡本清也
池 田正 寿， 宮森 勇， 竹田亮祐
く金 大 第2内科1
日倉教臣 く同 医療短大部I
25． 高 グル カ ゴ ン 血 症 を呈 し， 低 血糖症状 をくりかえ
す透析の 1例
0 藤田恭子 ， 小西 堅正 ， 浜田 真
吉村 陽， 水毛生直則， 能登 稔
織田邦夫 く鳴和総合病院内糾
座長 平山幹生 く福井医大第 2内科1
26． 低 レ ニ ン 性低 ア ル ド ス テ ロ ン 症 を 呈 した M ito－
m ycin C腎症の 1例
0 竹森康弘， 里 村吉威 ， 太田英樹
中村勇 一 ， 岡井 高， 沢武紀雄
く金大が ん研内科う
高橋 豊 く同 外科1
27． 脳幹幻覚症 を伴 っ た両 側性核間性眼筋麻樺を示し
た 1例
0 島 孝仁， 新井裕 一 ， 永田美和子
安田厚子 ， 福原 信義， 高守正治
く金大神経内科
28． 呼吸不 全を き た した Ne m aline m yopathy の 1例
0前川 裕， 半田 芳治， 小副川寛
炭谷哲二 ， 竹越 国夫， 太 田正之
遠山龍彦， 奥田 拾爾 く高岡市民病院内科
座長 内田 三千彦 く福井医大第1内科う
29． 甲状腺原発非 ホ ジ キ ン リ ン パ 腰 の 1例
0 日月香代子， 岩淵邦芳， 大竹茂穂
吉田 喬， 中村 忍 ， 松田 保
く金大第3内科
30． 前立腺癌 を併発 した Prim a ry m yelofibr o si の 1
例
101
0 宮前雅見， 津谷 寛， 安藤精華
加川大三 郎， 内田三 千彦， 堂前尚親
原 晃 ， 中村 徹 く福井医大第 1内科1
村中幸 二 ， 河 田 華道 く同 泌尿器科J
31． Multic entric angiofollic ula rlym ph n odehy pe r－
pla sia の 1例
0 稲津哲也， 木村和弘， 山村真由美
佐賀 務， 中井継彦， 宮保 進
く福井医大第 3内科う
細川洋平 く同 検査部ン
堂前尚親 く同 第 1内科1
32． 除虫剤服用後 に著 明 な凝固障害 をき た し た 1例
0 金井正信， 水野恭嗣， 山本正 和
浅山邦夫， 杉本立甫く砺波総合病院内科う
伊藤恵子 ， 吉田 喬， 松田 保
く金大第 3内科1
座長 羽場利博 く福井県立病院内科う
33． 慢性関節リ ウ マ チ に 合併 した Nodula r rege n er a－
tiv ehyperpla sia と 思われ る 1例
0 炭谷 哲二 ， 北村 膠， 半田芳治
西村信行， 桜井 滋， 小副川寛
竹越国夫， 太田正 之 ， 遠山龍彦
奥田拾爾 く高岡市民病院内科う
34． 直腸生検 で確診 され た悪 性関節リ ウ マ チ の 1例
0 津川喜憲， 松 田博人 ， 中島昭勝
宮崎良 一 ， 東福要平， 竹 田亮祐
く金大第2内科つ
35． 腹水 を主 症状 と した S L Eの 1症例
0 宮城裕子 ， 藤田 益 雄， 能沢 孝
飯田博行， 水村泰治， 篠 山重威
く富山医薬大第 2内科う
神保正樹 く富山 労 災病院内科う
36． IgA 単独欠損症 を合併し た M C T Dの 1例
0 寺田康人 ， 高桜英輔， 牧野 博
泉野 潔， 岩瀬信 生， 森 岡 健
横川 博 く黒部市民病院内科1
座長 中屋 昭 次郎 く福井県済生会病院内科フ
37． 呼吸器症帆 消化器症状 を主と し診断困難 で あ っ
た結節性動脈 周 囲炎の 1例
0 林 武彦， 越野 健， 浜田誠人
北中 勇， 立村森男， 森永健市
く浅 ノ 川総合病院内科う
38． 多彩な 自己抗体陽性 を呈 した Behc et病 の 1例
0 多喜博文， 杉山英 二 ， 山下 直宏
加藤弘巳， 矢野三郎 く富山医薬大第1内科1
39． 脊髄横断症状が急速に 進行 した化膿性脊椎炎の 1
剖検例
0 土 田敏博， 松井俊二 郎， 井上 恭 一
佐々 木博 く富山医薬大第3内科う
能沢 孝 く同 第2内科フ
高野治雄， 玉 置哲也 く同 整形外科う
小泉富美朝 く同 第2病理ン
40． 後腹膜膿瘍 の 2症例
0 木下晴生， 加藤卓次， 鈴木邦夫
野村元積， 多田利男， 中永昌夫





1 ． 福井県小児療育セ ン タ ー 開院後 2年間の 統計
一 難聴幼児 を中心 に －
0 木村恭之 ， 中野幸治， 松木滋美
福原 満， 時田博子 ， 山本勇志
く福井県小児療育セ ン タ ー ン
2 ． 当科で 言語治療を受 けた 重度聴覚障害児の学業成
績
0 鈴木重患， 能登 谷晶子 ， 古川 仰
宮崎為夫， 梅田良三 く金沢大1
3． 両側感音難聴症例 に お け る耳鳴の ラ ウドネ ス の推
定
0 松平 登 志正 ， 山下公 一 く金沢医大I
4 － 顔面神経麻痔に お ける眼球上転速度分析に つ い て
0 伊東宗治， 渡辺 行雄， 麻生 伸
浅井正嗣， 今村純 一 ， 渋谷知子
寺薗公雄 く富山医薬大I
5 ． 鼻石の 2症例
0 松本順雄 ， 黒 川泰資， 佐藤文彦
斉藤 等 く福井医大う
6 ． 両側上 顎洞 Oste o ma の 1症例
0 小 野 聡 く恵寿総合1
鵜家 透， 三 輪高書 く金沢大う
7 ． 小児に み られ た 耳下腺粘表皮腫瘍の 1例
0 石川 滋， 大角隆男， 豊田 務
く厚生連高岡J
8 ． He e rfo rdt症候群の 1例
0 田中佐 一 良 く金沢大1
北川和久， 田 近由美子 く富山県立中央ン
9 ． 下 顎骨頭高位骨折の 1治験例
0 坪川俊仁， 斉藤 等 く福井医大ユ
石井保雄 く同 歯科口腔外科1
高波二 三 く国立鯖江1
10． 当科に お け る白板症の 統計的観察
102
0大尾嘉宏巳， 山本 憲， 桝田 耕
加納 晃， 宮崎為夫， 梅田 良三
く金沢大1
11． 過去 17年 間に み られ た反 回神経麻痔の 集計
0 長山郁生， 嘉藤秀章， 西郡 聡
加勢 鳳 梅田長三 く金沢大1
12． 先天 性脊札 骨端骨異形成症 に お ける喉頭発育形
成不全 に つ い て
0神 田憲 一 ， 大井秀哉， 渡辺 行雄
吉 田行夫， 浅井正 嗣 ， 水越鉄理
富山医薬大1
13． 頭頚部領域 に お ける N M R．C T の使用 経験
0佐々 木周興， 山下公 一 ， 小川 明
坂本 守， 吉江忠正 ， 増井知彦
く金沢医大う
第3会場 放射線科 ． 核医学科分科会
1 ． 高線量率密封小線源 に よ る胆管癌 の 治療経験
石崎良夫， 征矢敏雄， 麻 生正 邦
龍 邦康， 古本尚文， 亀 井哲也
二 谷立介， 瀬戸 光， 柿下正 雄
く富山医薬大政う
羽 田陸朗 く同 放部う
阿部要 一 ， 伊藤 博 ， 藤巻雅夫
く同 2外I
2 ． 工C R U の線量表現 に も とづ く照射方法の最適化の
検討 く第1報ン
立野育郎， 多田 明， 高仲 強
く国立金沢病院放う
兼松甫郎， 河原義則 く同 放射線治療部う
3． 平 衡 時心 プ ー ル ゲ ー ト法 よ り 求 め た dia stolic
pha seindex と各心機能指標の相互関連性 に つ い
て
谷口 充， 寺田 一 志， 大場 洋
秀毛範至 ， 四 位例靖， 滝 淳 一
中嶋窓 一 ， 分校久志， 利波紀久
久 田欣 一 く金大核う
4 ． 腫 瘍新和性放射性医薬品舶 mTc ジ ネ ル カ プ ト コ ハ
ク酸 くD M Sン の 集積機序 と腫瘍 血管床と の 関連に
つ い て
小鳥輝男， 柴田 登志也， 山下敬司
前田尚利， 早川克己， 浜中大三 郎
奥村亮介， 中津川重 一 ， 石 井 靖
く福井医大放1
5 ． 顔面 ． 頚部の M Rl
庚田 昇， 利 波久雄， 中川哲也
東光太郎， 大口 学， 宝田 陽
小 林 真， 宮村利雄， 山本 速
く金医大馳
6 ． 婦 人 科疾患 に お ける M R工の 臨床応用
宝田 陽， 辰 田 昇， 中川哲也
東光太郎， 大 口 学， 利波久雄
小林 島 興村哲郎， 山本 速
く金医大謝
7 ． 胸部断層撮影 一 腹臥位頭側高位法 に つ い て 一
上 村良 一 ， 伊藤 広， 高島 力
く金大放う
8 ． 副腎腫 瘍 の C T診断
出町 洋， 永田 一 三 ， 長束秀 一
西 嶋博司 ， 亀 山富明， 角谷真澄




9 ． 肝海綿状血管腰超音波像 の検討
小 西 秀男 く宮山市民病院放1
10． G E C T－9800 を用い た肝 の dyn a mic C T
蒲 田敏文， 宮田佐門 く富山県中放1
松井 修 く金大放1
11 ． 石灰化を伴 っ た 胆道癌 の 1例
井田正 博， 荒井和 徳， 高山 茂
く福井県済生会放1
松井 修 く金大放1
12． 膵管 と交通 を示 し た膵の う胞腺病の 1例
高仲 強， 多田 明， 立野 育郎
く国立金沢病院放1
道場昭太郎 く同 外う
若林時夫， 米 島正 廣， 鈴木邦彦
く同 内1
角谷真澄 く金大放う
13． 膵炎で 稀 な局在 を 示 した e xtr apa n c re atic fluid
c o11e ctio nの 1例
荒井和徳， 井田 正博， 高山 茂
く福井県済生会肘
松井 修 く金大放1
14． 小腸 リ ン パ 腫 の 2症例
蒲 田敏文， 宮 田佐門 く富山県朝鋸
黒 田吉隆， 辻 正 彦 く同 州
松井 修 く金大掛
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0 奥野滋子 ， 塚 田 貞夫， 岡田 忠彦
安田章雄， 北山吉明， 川上 重彦
小 島正 嗣 ， 石 倉直敬， 桜井伴子
北村謙ニ ， 吉居賢介， 安田 浩
小屋和子 く金沢医大形成I
2． 熱傷 ラ ッ ト皮膚 の 無菌性 ． 進行性壊死 に 対す る
P G工2 くO P414831 の効果
0 川上 重 彦， 安田 幸雄， 桜井伴子
安田 浩， 塚田貞夫 く金沢医大形成ン
3． 小児の 上半身新鮮熱傷の検討
0 赤羽紀子 ， 林 洋司 く富山県中形成う
4， 前胸部熱傷 に 対す る e a rlyta ngential excision
O 荒井正 雄， 山本正 樹 く福井県立形成1
5． 抗生剤 に よ り骨髄抑制 を起 こ した と 思わ れ る 熱傷
患者の 1例
0 黒 川雅博， 宮永章 一 ， 三 好研造
く石川県中形成J
河村洋 一 く同 血液免疫内科う
6． 熱傷創に お ける Biobr a n e魯の 使用 経験
0 安田 幸雄， 川上 重 彦， 桜井伴子
塚 田貞夫 く金沢医大形成う
7． 唇顎 口 蓋裂 に よ る攻合異常の 矯正 歯科治験例
0 高 田保之， 大村由美子 ， 下村隆史
新沢 茂， 須佐美隆三 く金沢医大矯正歯科う
8． 口蓋粘膜 を用 い た眼瞼再建の 2例
0 富永章 一 ， 黒Jlt雅博， 三好研造
く石川県中形成I
奥村 忠 く同 眼科フ
林 守源 く同 病理1
9． 眼瞼下垂 に 対す る手術の 後， 過矯正 に よ り重症角
膜障害を来 した症例 に つ い て
0 中村泰久， 山下 泉 く富山医薬眼科1
10． 唾液腺腫瘍の 4例
0 山上 洋治， 太 田真人 く富山市民形成う
11． 耳下腺お よ び その 周 辺部腫瘍の 手術経験
0 長谷田泰男 く高生連高岡形成J
岡 田忠彦， 桜井伴子 く金沢医大形成う
12． 血管肉腫 に対 す る温熱療法の効果
0 北山吉明 ， 塚 田貞夫， 置塩見政
安田 浩 く金沢医大形成う
宮村利雄 く同 放射線1
13． 家族内発生を みた Dupuytre n拘締
0 林 洋司， 赤羽紀子 く富山県中形成う
小島正嗣 く金沢医大形成う
14． 過去3年間の 筋皮弁使用例の 検討




15． 大殿筋皮弁を用 い た裾創治療の検討
亀井康二 く砺 波総合形成J






1 ． 若年健常者に お け る S E Pか らみ た 中枢伝導時間
の 検討






2 ． パ ソ コ ン に よ る睡眠デ ー タの整理 に つ い て
0 金 英道， 山口成良 く金沢大医神経精神I
3 ． 睡眠脳波異常を呈 した神経ベ ー チ ェ ッ ト病 の 1例
0 森川恵 一 ， 浜原昭仁， 古田寿 一
鈴木道雄， 山口 成良 く金沢大医神経精神う
4 ． 初老期痴呆に お ける神経心 理 学的症状 の特徴
0 松原三 郎， 中山 渉， 玉 井 頗
三原栄作， 平口 真理 ， 中川敦子
榎戸秀昭， 鳥居方策 く金沢医大神経精神1
5 ． Meige 病の 1例
0 伊藤達彦， 伊崎公徳， 越野 好文
松原六郎， 三 木勅男， 林 卓也
く福井医大神経精神1
6 ． Mapr otilin e血 清内濃度 の 測定に つ い て
0 井上 正雄 く七尾松原病院I
木戸日出書， 倉 田孝 一 ， 山口 成長
く金沢大医神経精神う
7 ． rTy pu s m ela n cholic u s志向社会J と症例
くその 7l
O 武内 徹， 小 林寛治
く高岡市民病院精神神経科1
8 ． 精神病院に お ける 心理 劇と 新し い ダ ン ス療法 に つ
い て
0桃井文夫， 松原太郎 く松原病院1
9 ． 全国の 認可 デ ィ ． ケア施設の 現状と問題点
0 吉本博昭， 梶川正和， 山野 俊 一
水野 豊， 水上 曜子， 小林貴美子
本 田 徹， 草野 亮
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く宮山市民病院神経科精神科1





P合併妊 婦 に ， 免疫グ ロ ブ リ ン 大量療法 を施行
し， 無事分娩 を終了 した 1症例
0 川北寛志 く金大屋婦人科1
細 野 泰， 千鳥哲也 く富山市民病院産婦人科I
高田伊久郎 く同 小児科う
吉田康 二 郎 く同 内科う
山岸師則 く山岸医院I
特発性血小板減少性紫斑病 の新 し い 治療法 と して，
工mbach らによ る角度 グ ロ ブ リ ン 大量 療法が注目さ れ
て い る ． 今回 当院に て王TP合併妊娠で ， 免疫 グ ロ ブリ
ン大量療法 とス テ ロ イ ド療法の併用 に よ り， 帝王 切開
術で 無事生児を得 た 一 例 を経験 した の で報告す る．
症例 ニ26才女性 GoPo 17才時 n
－
P と診 断さ れ 入
院治療 を受 けた． 妊娠34週で 血小板数 5．9 万 と低値 を
示 し， 以後減少傾向が み られ た た め， 昭和 60年7月 13
日， 妊娠39週 2日で 当科紹介入院 とな っ た ． 入 院時血
小板数 は2．8万と著明に 減少 して い た． y グロ ブ リ ン
400m gJ
，
kglday 5 日間及 び デ キサ メ タ ゾン を投与 し，
授与 開始 6日目に 帝王切開術 に て， 3468g の 男児を得
た． 血小板数 は投与開始後 10 日目 に最高値く15．4 万つ
を示 し， 23 日目 に投与前借 く2．6万う に 復 した ．
免疫 グ ロ ブ リ ン大量療法で は， 一 過性 なが ら投与後
速や か に 血小板 を増加さ せ る効果 を有 してお り， 手術
な どを行う場合 に は有効 な治療法 に な る と 考 え ら れ
た
．





近年我国 に おい て も糖 尿病合併妊娠の増加傾向が み
ら れ， 産科臨床上 き わ めて 重要 な問題と な っ て い る ．
今 回 N ID D M合併妊娠に 対 しイ ン ス リ ン を使用 ， 正 常
値 に 近い 血糖 コ ン ト ロ ー ル を し， 母児共に 良 い 結果を
得 る こ と が で き た の で報告す る． 亡症例コ 36才の 初産
婦 ． 2 年前 に D M指摘 さ れ る も放置， 妊娠 6 遇 75
gG T T で D M と診断す る． そ の後食事療法に て血糖正
常化する ． 妊娠 27週 に 到り ， 血 糖 コ ン ト ロ ー ル 不 良と
な り， レ ン チイ ン ス リ ン 使用 し， 血糖正 常化す る． 妊
娠40遇 で ， 分娩誘発， 吸引分娩 に て， 正 常女児 3330g，
A Ps9ハ0 を得 る． 出生後低血糖 な ど特に 異常 を認 め
会
ず， 産碍 1 日よりイ ン ス リ ン 中止 ， 食事療法の みで血
糖正常化 し， 母児共 に 元 気で退 院と な る． 亡考察コ母児
異常 を少な くす る た め に ， 血糖 コ ン ト ロ ー ル を厳しく
し， 治療目標 を血糖 の 正 常化 に お く こ と が必要で， そ
の た め に は， 軽度 D M でも イ ン ス リ ン を積極的に使う
必要 がある と思わ れ た．
3 ． 子 宮外妊娠の 統計的検討
0加藤三典， 鈴木信孝 く金大鹿婦人柳
窪田与瓦 飯 田和質 く福井県立病院産婦人相
子宮外妊娠 は臨床上 し ば しば経験 す る 疾患で ある
が， 術前診断 は困難 な場合も少な くな い ． 今回我々は
昭和 50年 1月よ り 昭和 59年12月 まで の 10年間に当
科で手術 した 84例 に つ い て統計学的考察 を行 っ たの
で報 告す る．
い 外妊 の 頻度は分娩総数に 対 し て 1．0％であ っ た ．
2フ 外妊患者 の 年齢 は 26旬 30歳 が 最 も 多 く 次い で
31句 35歳， 20句 25歳 の順 で あっ た ． 3I 経産婦が比較
的多く そ の Pe ak は 2 回経産婦 に 認 めら れた
．
4I外
妊患者の自覚症状 で は， 下腹部痛， 性器出血が高頻度
に 認 め られ た． 51 外妊の 95．2％は卵管妊娠 であっ た．
卵管 の 中で は膨大部での 妊卵着床が最も多か っ た
．
61
卵管妊娠 の羅患側に つ い て は左側が や や 多か っ た ． 7う
腹腔内出血 量 は 500g 以下 の 症例 が 53．6％あ っ た ．
2000g 以 上 の 大量出血例 も 10％ほ どみ られ た． 妊反陽
性率 は 66％， ダグラ ス 裔穿刺の それ は 88％で あっ た ．
4 ． ネ フ ロ ー ゼ合併妊娠分娩成功例
0 長 岡 匡， 村上 弘 一 ， 原田丈典
橋本 茂， 富田嘉昌 く金大産婦人科I
今回我々 は， 妊娠 17週よ り ス テ ロ イ ド治 療 を行な
い
， 無事妊娠， 分娩を終 えた 症例 を経験 したの で報告
す る． 患者 は 19才女性． 4 才の 時 ネ フ ロ ー ゼ症候群と
診断さ れ た． 妊娠歴 は 3妊 0経， 妊娠 13遇 に て当科入
院． 検 査 所見 で 血 沈 72．6ハ07．3 と促 進 し， 血 清T．
P4 ．4 gJ
，
dl， 尿 蛋白 5．3gl日 ， 血清総 cho266mgldl を
示 し， 浮腰 も あり ネ フ ロ ー ゼ の診断基準を満た してい
た ． 腎機能 は Cc r134 ．O ml min ， P S P 57％と 正 常で
あ っ た ． 妊娠 17過 よ り Predonis olo n e40mgノday，21
週 よ り 30m gノday と漸減 して 行 き症状は次第 に改善
し， 妊娠39適時2980g の 男 児 を出産 した ． Ap ga rs－
C O r elO点 で 仮死 ， 外表奇形は 認 め られ な か っ た ． 産裾
5 日日腎生検施行 し， minim alcha nge の 診 断を得た．
ネ フ ロ ー ゼ の 妊娠許可条件お よ び ス テ ロ イ ドの 胎児に
及ぼ す 影響 に つ い て考察 を加え た． 本症例 はス テロ イ
ド合併妊娠成功例の 貴重 な 一 例 と して 意義 があ ると考
えて い る ．
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5 ． 産衝脳内出血 の症例に つ い て
0 高木弘明， 高林晴夫， 杉浦幸 一
桑原惣隆 く金沢医科大産婦人科ン
産裾期に 脳内出血が発症 し た症例 に つ い て報 告す
る． 患者は 29才， G－1， P．0， 既往歴 に 特記す べ き こ と
はない ． 某医に て妊娠 39過 5 日日に 妊娠中毒症及 び軟
産道強掛こよ り帝王切開術 を施行 した ． 児 は 3320g 女
児でアブ ガ ー ル 9点で あっ た ． 約11時間後，突然痙諷
意識混濁を認め， 抗痙攣剤， 降圧剤， 利尿剤な ど を投
与し経過を見たが ， 軽快 せ ず当科 へ 紹 介 さ れ た ， C T
所見に て， 左側頭葉脳内出血と診断され ， 脳外科 へ 入
院とな っ た ． 脳代謝賦清剤くニ コ リ ン ， ル シ ド リ ー ル1
副腎皮質ホル モ ン に よ る 治療 を行 ない 約 12時間後， 意
識改善を見， 翌 日 に は， 意識 清明と な っ た ． 入 院後 23
日後の C Tに て も出血巣 の改善が み られ ， 退院 とな っ
た
．
子癖様の 発作 を認め る場合は必ずル ー チ ン検査と し
て， C T を施行す る こ と が必要で あ る こ と が ， 再認識さ
れた． 又， 出血 の程度， 部位に よ っ て は， 本症例の よ
うに比 較的， 速か に改善 する こ と を経験 した．
6 ． 三 胎2児紙様児の 1例
0矢後 均， 栗林実世治， 伊藤達也
大沢 汎
く金大産婦人科， 厚生連高岡病院産婦人科1
最近， 三 胎の 2児が紙様児で生 児が 早産 した症例 を
経験したの で報告 した．
症例は 28歳の 0妊 0産 で血族中 に 多胎お よ び奇形
歴はない ． 最終月経昭和 59年8月 30 日 よ り 5 日間，
9月 5 日 より クロ ミ フ ェ ン 1錠ノ日 内服． 10月 6 日妊
娠5過，分娩予 定日 昭和 60年6月 7 日 と診断，11月 30
日く妊娠13遇う超音波検査 で 三胎 を確認 ， 12月 7 日く妊
娠14週1 1児の 心拍動 仁1， 2月 16 日く妊娠 24遇う
さら に 1児の心 拍動 仁1 と な っ た ． 4月 5 日妊娠 31
過5 日で 1732g の 男児 を早嵐 2分後 に 474g の 胎盤
を娩出した が， 卵膜 の 2 ケ所が異常に 厚 く黄白色で 大
きさ は そ れ ぞ れ 3．Ox 3．OxO．8， 6．OX7．Ox l ．Oc m
で， 圧 平さ れた 紙様児 の 存在が疑わ れ た． 病理組織検
査で 未熟 な軟骨組織 ， 類 骨組織， 骨 組織 が 一 定 の
Patter nを形成す る よ う に 配列 して お り， 周 囲に 横紋
筋組織もみ られ ， そ の 他の 組織 は不分明 で ある が胎児
性組織で あ る と診断され た ． 以 上 の 臨床的， 病理 学的
所見よ り三胎 2児紙様児と診断 した．
7 ． Dandy－W alker症候群の 同胞例
0 矢後 均， 栗林実世治， 伊藤達也
大沢 汎
く金大慶婦人科， 厚生連高岡病院産婦人科1
Da ndy－ W alker症候群 の 同胞例と思 わ れ る 稀 な 症
例を経験 したの で報告した．
症例 1こ 患児の 母 は， 25歳 で 1 回経妊， 1回経産，
父 は， 34歳 で互 い に血縁関係を認 めるが， 何世代前か
は不明． 分娩予 定 日昭和 59年10月 20 日． 妊娠 29過
の超音波検査， 胎児頭部 C－T ス キ ャ ン よ り こ の胎児 を
先天性水頭症 と診断 し， 妊娠36過で 帝王 切開， 児の 手
術を勧 めた が両親の 同意を得ら れず断念， 早期娩出 を
希望し た為止む を得ず，妊娠 31過 4 日に て 帝王 切開術
を施行． 頭囲4 1．Oc m， 胸囲 26．Oc 皿 と胸廓に 比 して
頭部が著 しく大 き く， 殊に 後頭部 の突出が著明 で， 剖
検の結果， D － W 症候群に 脳梁欠損症 を合併 した もの と
診断さ れた ．
症例 2 二 症例 1 の姉． 分娩予 定日昭和 57年 7月 31
日
．
超音波検査， 羊水胎児造影よ り先天性水頭症 と診
断し， 妊娠 36週2 日に て分娩誘発死産． 剖検は得 られ
ず D，W 症候群 の 確定診断は で き な い が ， 後頭部 の著
明 な突出した特徴的な所見 よ り本症候群と断定 して よ
い と思われ る ．
8 ． 経頸管的卵移植法と手術的卵移植法の比 較
－ マ ウス を用 い た実験 か ら －
0本保 薯康， 瀬戸俊夫， 山田 武法
由田 譲， 高邑昌輔 亡国立金沢病院産婦人科ン
朗 移植 に は， 開腹後子 宮筋層 を通 して 子 宮内腔 に達
す る方法と， 子 宮頸管を通 して 内脛 に達す る 方法があ
る
． 前法は動物 に ， 後法 は人間の卵移植 で 用 い られ て
い る． 私共 は マ ウス を用 い て 両法 を比較 した． 次表に
実験結果を示 す． 実験 で は前法 の 方が， 後法よ りも成
績が良い ． しか し確実 に 子 宮内腱 に 達す る よう に， 且
つ 子 宮内膜の 損傷 を少 なく す る よう に 器具を改良 した
所， 後法で も 成績 が向上 して来 た．
妊 娠 率
手術 的 方法 3ノ5 く60％1
器具 工 1ノ24 く4％う
経頸管的方法 器具王工 2ノ9 く18％フ
器具工I1 4ハ0く40％う
元来経頸管的方法は ， 手術的方法 に比 べ 不利 とさ れ
て い る
．
そ れ は確 か で あ る． しか し動物実験で はあ る
が ， 近年散見さ れ る報告及 び本実験 に よ っ て も， 経頸
管的方法の成績向上 が 見られ る ． この 事 は人間 の 卵移
植 に お い て も さ ら に 技術開発が行われ る べ き で あ ろう
事 を示 し てい る．
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9． 副腎性 Androge n投与 の幼君雌ラ ッ ト血 中F S H，
LH， P RL に及 ぼす 影響
0 生水真紀夫， 鈴木信孝， 富松功光
大崎勝三 ， 寺田 督 く金大屋婦人科う
仁目的コ Dehydro epia ndro ste r o n eくD H AIの 性成熟過
程 へ の 影響を検索す る目的で， 新生 仔ラ ッ ト を用 い 血
中ホ ル モ ン の経時的変化 の面か ら検討 した の で 報告す
る
． 仁方 法コ 1 日齢 の W ista r系雌 ラ ッ ト に D H A 44
m gl100g B．W ． を投与 し， 2， 5， 10， 15， 25 日齢
に 駆幹血採血ま た は 断頭採血 を 行 い ， gO n adotr opin
くLH， FS印 ， prOla ctin くP RU， e Str adiolくE2ン， te St－
o ste r o n eくTlを謝定 し対照群と 比較検討 した． 亡成績コ
血中 L Hお よ ぴ FS H は， 対 照群 で は 1 日齢 で 夫々
2．94 士0．45， 26．20 士2．16nglml と雄く1．03， 10．81ngJ
mlう に 比 し有意に 高値 で あ っ た ． 2 日齢 で は， 夫々
1．36 士0．40， 18．28 士1．76ngノml と低下 し， そ の 後 5日
齢よ り上昇， 15 日齢で 2．26 士0．60， 27．00士3．00ngノ
ml とピ ー ク に達 した． 25 日齢で は 0．76士0．10，9．56 士
1．12ngノml と再び低下 した ． こ れ に 対 し， D H A投与
群で は， 2 日齢 で対照群 よ り低値を示 し， 5 日齢で は
0．98士0．10， 17．97 士1．54ngノml と有意 の低下が認め
られ た
．
15 日齢の ピ ー ク は対照群 とほ ぼ同様 に 認め ら
れ， 25 日齢で は対照群 に 比 し L Hの 有意の 上昇， FS H
の 上昇傾向が認 め ら れ た ． P R L は 0一 旬 15日 齢 で ，
1．97旬 0．88nglml と低値 であ っ た が， D H A投与群 で
は こ れ に 比 しや や 高値 を示 した． 25日齢で は， D H A投
与群33．43 士11．48， 対照群 21．
，
53士0．79ngノml と前者
が有意に高か っ た ．血 中 T お よ び E 値は DHA 投与群
で は 2へ ノ 8日齢で対照 群に 比 し高値で あ っ た が ， 10 日
齢以 降で は善 がみ られ な か っ た ． 亡結論コD HA を1 日
齢 に 投与 し た場合， 新生仔期 に お い て， L H お よ び
F S H の低下 と P R Lの 上 昇 をも た ら した ． こ れ ら生 後
早期 に み られ る 効果は E作用 に よ る も の と 推察さ れ
た．
10． Meigs症候群 の 1例
0 井川 一 正 ， 藤田 克， 石 川 宏
く金大産婦人科， 高岡市民病院産婦人科う
多量の胸水， 腹水の 貯溜 を認 め， C T及び超音波所見
に て卵巣癌が強く疑われ ， 手術摘応 な しと され た も の
の ， 幸運 に も， 試験開腹時， 腫瘍 は全摘出され た 症例
である． 術後， 病理 診断に て ， 良性の 更膜細胞腫 で あ
る こ と が わか っ た ． 術後， 急速に， 腹水， 胸水の 消失
を見， 呼吸状態の 改善と と もに 全快 した症例 で あ っ た ．
術 弧 血中 エ ス ト ラ ジオ ー ル 48．5p gノml であ っ た
が ， 術後， 18．9p gノml と減少 し た こ と ， 及び ， 年令的
に ， L H 8．5JLllml FS H 12．7 miFJml と閉経後 と して
ム
方
値が低 く， ホ ル モ ン産生腫瘍 で あ っ た もの と考 えられ
る ．
11． 下腹部 の ヘ ル ニ ア症例検討
0 田中裕子 ， 林 恵子 ， 山城 玄
荒木克己， 杉田 直道， 山田光興
く金大鹿婦人科
下腹部腰痛 と鼠径 ヘ ル ニ ア を み とめ た 3症例 の手術
か ら考 えさせ られ た こ とが あっ たの で 報告した． はじ
めの 症例 は 14 才 で 2 回 に 及 ぶ 右鼠径 ヘ ル ニ ア 手術の
既往 を持ち， 今回 も卵管及 び卵巣が内容 で ある鼠径ヘ
ル ニ ア を再度 み とめ た症例． 2例日 は 75才で術前に鼠
径 ヘ ル ニ ア と考 えて手術 した 所， 悪 性リ ン パ 腫で あっ
た例． 3例 日は 66才で卵巣癌の 一 部が 鼠径 ヘ ル ニ アと
して あ らわ れ た症例で す．
こ れ ら3例 の症例か ら再発 ヘ ル ニ ア に 対し ては再度
その 病態を精査す る と い う 態度も大切 で あると い うこ
と
． 又 女性の鼠径 ヘ ル ニ アの 内容が 内生殖器が多い と
い う性質上 悪性の 可能性も考 え， 術前 に 十分精査する
必要 の ある こ と． 他疾患， 特 に 全身疾患も除外する必
要が あ る こ と も大切 だ と考 えた ．
12． 最近経験 した Bre n n ertu m o r of o v a ry の 3例
0 内田 実， 長谷 部孝裕， 内田 －
く内田病院I
比 較的 ま れ な 充実性卵巣腫瘍 で 1907年 00pbo．
r o m afollic ula rと して Bren ner が 3例 を報告して以
来， 本邦 では ， 充実性卵巣腰癌の 0．9％を占め て お りま
れ な卵巣腫瘍と され て お り ま す． 内田病院で は過去6
年間に 6例の Br e n n e r腫瘍 を経験 して お り， つ い 最近
経験 した症例 を加 えて 検討 してみ た． 第 1症例 は出血，
第2， 第 3症例は腹部腰痛感 を訴 え発見 され ておりま
す が ，
一 般的に は偶然子宮筋腫 と して手術さ れる場合
が多い とさ れ て い ます ． 術後病理組織標本で は， 核の
長軸 に 沿 っ て gro o ving を有す る Coffe ebe a nと呼ば
れ る 特徴 を有 し典型的 な Br e n n er腫瘍 の 組織像と 一
致 して お り ま した． 6例の う ち特 に 1 例 Prolifer ativ e
Br e n n ertu m o rを含め て 報告 しま す．
13． 異型 絨毛 上皮増殖 く絨歴 と断定 で き ぬ も のう 症例
の 検討
0 内田 一 ， 長谷 部孝裕， 内田 実
く内田病院フ
絨毛性腫瘍は， 絨毛上皮腫 ， 破壊 奇胎， 胞状奇胎，
胎盤 ポ リ ー プ， 絨毛性内膜炎な ど に 大別され るが， こ
れ ら の 区分が さ だ か で な い も の に遭遇 す る こ とが， 時
た ま ある． 最近， 経験 した症例 を中心 に し て ， 診断基
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準は， 癌や 肉腰 は組織学的検索の み で 断定 す る こ と は
できる が，
一 方絨腫 は ， 細胞の 異型 ， 転移 の 有無及 び
他の 臨床症状をも 重要 な診断参考と な る．
14． アミ ラ
ー ゼ産生卵巣癌と推定さ れ た症 例
0 高橋義弘， 荒谷穣治， 林 恵子
飯田和質
く金大産婦人科， 福井県立病院産婦人科1
今臥 私達 は高ア ミ ラ ー ゼ血 症 を伴 っ た卵巣癌 を経
験し， 検索の結果同症例 をア ミ ラ ー ゼ塵生卵巣痛 と推
定した．
症例は52才主婦 で， 57年に 右卵巣腺病 と診断され ，
59年腫断端部等で再発が認め られ て い る．
本症例の 高ア ミ ラ ー ゼ血症が 唾液腺型分画の増量 に
よるも の で ある こ と， 卵巣癌の 再発 で ある 腹断端部腫
瘍の ホモ ジ ュ ネ ー ト で ア ミラ ー ゼ活性が 異常に 高値で
ある こ と， 治療に よ り血 中ア ミラ ー ゼ値の 減少が み ら
れ， そ の推移と 臨床経過と の間 に相関が認め ら れ た こ
と， 以上 よ り， 本症例 をア ミ ラ ー ゼ産生卵巣癌 と推定
した． 診断を確実に す る た め， 組織学的 に腫瘍細胞内
にアミ ラ ー ゼが存在 して い る こ と を確認す べ く， 現在
検討中である ．
15． 卵巣癌症例 の 画像診断
0 出場秀明， 松 田春悦
く金大鹿婦人科， 敦賀市立病院産婦人科1
Lately， fiv e patie nts with se rous cystadeno－
Car Cin o m a of the o v a ry a re diagn o s ed histo．
pathologic ally after ultr a s onogr aphy a ndlo r
CO mputedto m ogr aphy， Who s efindings de note that
heter ogenic c o nte nt pr ev e nts u sfr o m c o n side ring
thelesio nisbenign ， e V e n With sm o oth su rfa c e a nd
thin c aps ule ．
16． 乳房検診と乳腺疾患症例検討
0 林 恵子 ， 三 輪正 彦， 打出書義
木原順 子 ， 山西久美子 ， 寺田 督
く金大産婦人科1
昭和 49年 1 月 か ら昭和 59年1月 ま で の 10年間乳
房検診を行な っ た結果 を報告した ． 集 団検診は ， 2774
名， う ち 3名が 乳癌 で あ り， 全 例 と も T i N。M 。 で
あっ た ． ま た外来検診者252名． う ち 3名が 乳癌で あ
り， 全例 T iNoM o で あ り， 定型 的根治乳房切断術 を
行な っ た ． そ の 他， 良 性疾患が発見 さ れ た ． Fibr o－
aden o m aが 18． Fibr o m aが 1 ． Ma stopathy が 176．
Mastitisが 14
． その 後 99名の 追跡調査 を行 な っ た ． そ
の中か ら症 例 を紹介 した． 第 1 例 は， fibr o ade n 。m a，
第 2例 は bre a st c anc er． 第 3例は m align a nt lym －
pbo m a． 最後 に 乳腺疾患の 診断法， 治療法に つ い て述
べ た ．
17． 子 宮腹部 コ ン ジ ロ ー マ の コ ル ポ ス コ ピ ー 所見の検
討
0 荒谷康治， 高橋義弘， 大森正 弘
飯田和質
く金大産婦人科， 福 井県立病院産婦人科う
flatc o ndylo m aは ， 最近 そ の 頸 癌と の関係 に つ い
て 注目 され て い ます ．
今回我々 は そ の ， コ ル ポ ス コ ピ ー 所 見に つ い て ，
CIS と比較検討 した の で， 報告 しま す．
11 flat condylo m aは非常に c olpo s c op y上 は CIS
に 類似 し て い た． 血管が 単純 で， 表面 が や や 隆起 し
m o saic の 中心が 広く突出して い た．
21CIS における m o s aic病変 は， や や粗大で血管が
C O ndylo m aに比 べ て 太い と 思われ た．
31 Co ndylo m aの病 理組織 は粘膜内 に は っ き り と
した血管が存在 して い なか っ た ． しか し C工Sの 病理 組
織に は規則正 しく 血管が存在 し て い た．
18． 当院外来 にお け るク ラ ミ ジ ア感染症 に つ い て
0 荒谷穣治， 加藤三 典， 窪 田与志
飯田和質
く金大慶婦人科， 福井県立病院産婦人科I
我々 は， 外来患者， 144名 に 対 して， モ ノ ク ロ ナ ー ル
の 螢光抗体法 に よ っ て， ク ラ ミ ジア感染症 に つ い て検
索した ． その う ち 6名の 陽性例が認め られ たが ， 光顕
に よる ， Pap ス メ ア 法で は単な る， 頸管炎所見の み で ，
特徴的な もの はな か っ た ． 臨床的所見は陽性例 で は っ
き りと し た特徴的所見 はな か っ た ． 陽性例 に 関 して は，
テ トラ サイ ク リ ン 系の 抗生物質で治療 した．
19． 当科 に お ける ク ラ ミ ジ ア感染症 に つ い て
0 丹後正 紘， 川原領 一 ， 松山 毅
長柄 一 夫， 荒木重平， 岡部三郎
く国立金沢病院産婦人科う
STD の 一 つ で あ る ク ラ ミ ジ ア感染症が わ が 国で も
か な り 蔓延 して お り， 子 宮頸管炎， 子 宮内膜炎， P工D の
原因に な り， 又新生児に は 出産時の 感染に よ っ て結膜
炎 や肺炎 の 原因 に な る こ と も わ か っ て き た
．
Pap．
S m e a r及 び 螢光標識 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に よ る 直接
塗抹標本か ら の 抗原検出法 に よ り， 感染状況 を し ら べ
た ． Pap． s m e a rに よ る ク ラ ミ ジア感染細胞の 発見率は
新患 720例中3例く0．4％ンで ， この 間の ヘ ル ペ ス 感染
細胞 の 発見率 と同 じ で あ っ た ． 螢光抗体法で は帯下 を
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訴 えて 来院 した 20例中 6例， 下腹 部痛 を主 訴 と した
10例中1 例， 妊娠10 ケ月 の 妊婦で は 40例中6例が陽
性で あ っ た ． 妊婦の 陽性例 6例中 4例 は経謄分娩 し，
1 ケ月検診で， 児の結膜炎や肺炎等は指摘さ れ てい な
い
． 螢光抗体法で陽性 の 6例中， Pap． s m e a rで もク ラ
ミ ジア を発見 した例 は 1例 の みで ， これ は細胞診 で は





1 ． 著明な糞胞性変化を伴 っ た 副甲状腺腺腫 の 1例
0勝見哲郎， 村 山和夫 く国立金沢1
多田 明 く同 放射線科1
渡辺麒士郎 く同 検査部う
2 ． C Tス キ ャ ン およ び 上 皮小 体 シ ン チ グ ラ フ ィ ー が
局在診断 に有用 で あ っ た 上皮小 体腺腫に よ る原発
性上皮小休機能冗進症の 1例




3 ． 外傷を契機に 発見され た非癒合性交叉性腎転位の
1例
0 ノJl林徹治， 島田宏 一 郎， 黒 田恭 一
く福井県立コ
4 ． Xanthogr an ulo m ato u sPyelonephritis の 1例
0 西東康夫 く北陸病院フ
野 々村昭孝 く同 病理I
内藤克輔， 天 野俊康 く金大I
5 ． 経皮的腎尿管切石術 に お ける反省点
0 秋野 裕倍， 米 田尚生， 岡野 学
磯松幸成， 村 中幸 二 ， 蟹本雄右
清水保夫， 河 田華道 く福井医大I
6 ． Cyclo spo rin e A 投与 に よ る腎移槽 3症例の 臨床
的検討
0宮崎公臣， 池 田彰良， 平 田昭夫
藤 田幸雄 く藤 田病院う
秋 田 敬 く同 内科う
高木 弘 く名大 2外J
7 ． 完全重複腎孟尿管に 合併せ る尿管癌の 2例
0打林忠雄， 国見 一 人 ， 山口 一 洋
川口正 一 ， 大川光央， 久住治男
く金大フ
8 ． Retr o c a v al Urete rの 2例





9 ． 泌 尿器 科領域 に お け る N M R－C Tの 経験
0 江原 孝， 山 口智正 ， 工 藤卓次
官滞克人 ， 笹川 眞人 ， 田中達朗
池田龍介， 谷 口 利憲， 下 在和
白岩紀久男 ， 鈴木孝治， 津川龍三
く金沢医大I
大 口 学， 山本 速 く同 放射線科
10． 止 血 困難で あ っ た 放射線性膀胱炎 の 2例
0 田近栄司， 中村武夫 く富山県立中剰
11． V U Rの 消失を みた Distal Ur ethr al Ste no sis の
1治験例
0 塚原健治， 南後千秋 く福井赤十割
12． Detru so rhy pe rr eflexia に 対す る後部尿道麻酔の
効果 に つ い て
0 横 山 修， 長野 賢 一 ， 川 口光平
久住治男 く金大コ
13． 排尿障害 をき た した悪 性 リ ン パ 腫 の 1 例
0 金田 隆志 ， 小池 宏， 中田瑛浩
片山 喬 く富山医薬大コ
14． 前立 腺癌腫瘍 マ ー カ ー と し て の y－Se min opr otein
の 臨床的検討
0 梅田慶 一 ， 風間泰蔵， 秋谷 徹
片山 喬 く宵山医薬大I
15． エ ト ポ シ ドを用 い た s alv age che m other ap yが有
効 で あ っ た睾丸腫 瘍肺転移の 1例
0 竹 前克朗， 新田救博， 元 井 勇
鈴木都美碓 ， 田尻 伸也 く長野赤十字1
川村信之 く同 外科I
布施春樹 く砺波総合j




1 ． 頚部月重膚の 治療経験
0 太 田 淳， 野 崎外茂次， 川 中武司
梶本照穂 く金医大小児外科う
く指定討論者う 石川県中小児外科 大浜和憲
2 ． 新生児胃破裂 の 1極小未熟児例
0 林 宏行， 伴 登宏行， 北村修 一
太 田 淳， 大浜和憲， 浅野周二
く石川県中小児外科I
原 健 二 ， 大木徹郎 く同 小児科
く指定討論者う福井医大小児科 栗山政憲
3 ． 画像診断が有用 で あっ た外科的炎症性疾患
会 1009
0 西尾 賢昭， 塚 原雄器， 南部 澄
和 田知 久， 梶本照穂 く金 医大小児外科う
く指定討論者1 金沢医大小児外科 南部 澄
4 ． そ け い ヘ ル ニ ア術後の 情緒反応
－ ア ン ケ ー ト調査 を中心 に －
0 北谷 秀樹， 福田信 一 郎， 梶本照穂
く金医大小児外科フ
く指定討論者う 福井病院小児科 小西 薫
座長 中村凱次
5． 慢性家族性膵炎の 1例
0 三浦正 義， 森尻悠 一 郎， 高田 伊久郎
く富山市民小児科1
宮本正俊， 河本美幸 く同 小児外科う
高橋洋 一 く同 消化器科つ
小西秀男 く同 放射線科1
く指定討論者1 富山県中小児科 石 黒和正
6． エ リス ロ マ イ シ ン と フ ユ ノ パ ル ビ タ
ー ル に よる と
思われ る Cholestatic hepatitis の 1 例
0 樋垣 泰伸， 谷滞昭彦， 鬼頭敏幸
中川千栄子 ， 阪口 忠彦， 中村凱次
く福井赤十字小児科1
く指定討論者I 宮山市民病院小児科 三浦正義
7． H Be 抗原陰性 H B V キャ リ ア ー 妊 婦か ら の 垂 直
感染に よ る乳児 B 型 劇症肝炎と そ の H BI G投与
に よ る予 防に つ い て
0加藤公孝， 畑崎書芳， 大井 仁
石 黒和正 く富山県中小児科1
く指定討論者1 福井県立 小児科 生 田敬定
8 ． 1983年 の エ コ ー ウイ ル ス 24 型 感染 に 関す る血 清
免疫学的所見





9． ASD ． P D Ac o mple x を合併 した右肺低形成の 1
例
0 豊田真 一 ， 四家正 一 郎， 浅井利夫
舘 慶三 ， 森田 正 人， 徳 田成美
刈谷裕彦 く金医大小児科う
く指定討論都 福井循環器病院外科 大中正光
10． 心 内膜線維弾性症 の 同胞例 を含め た 3例 に つ い て
0 松倉裕喜， 三枝伸子 ， 佐伯陽子
宮崎あ ゆ み ， 市田蕗子 ， 岡田敏子
く富山医薬大小児科フ
西 谷 泰， 藤村光夫 く富山県中胸部外科フ
若木邦彦， 肥 田高嶺， 小泉富美朝
く富山医薬大第2病理フ
く指定討論者う 福井循環器病院小児科 浜岡建城
11． 最近の フ ァ ロ ー 四 徴症の 関心根治術
0 大中正光， 大橋博知， 堤 泰史
山下成哲， 沢 谷 修， 田 中 孝
く福井循環器病院外科1
浜岡建城 く同 小児科1
吉岡隆夫， 岡本 力， 石 原義絶
く福井愛育病院小児科う
ほ旨定討論者フ 福井愛育病院小児科 石原義絶
12． Ca rdiofa cialsyndrom e の 6症例





13． 高IgM 血症 を伴う未熟児の 慢性呼吸障害の 3例
0 太 田和秀， 久保 実， 沖ア ロ ー ル ド
笠原義仁， 村 田明聡， 渡辺礼 二
大木徹郎 く石上lt県中小児内科っ
く指定討論者ン 富山医薬大小児科 嶋尾 智
14． ク ロ ー ン 病の 1例
0 清水 眞， 五 十嵐登， 加藤英治
谷 口 昂 く金沢大小児科っ
く指定討論者う 石川県中小児科 久保 実
15， わ が 国で初 め て化学診断 した ぽ － ケ ト ア ジ ピ ン 酸
尿症 の 1例
0 新家敏弘， 井上 義人 ， 松本雅裕
久原と み子 ， 松本 勇 く金沢医大人類遺伝1




0 南 聡， 三 浦正 義， 森尻 悠 一 郎
高田伊久郎 く富山市民病院小児科1
く指定討論者う 石川県中小児科 大木徹郎
17． 綬慢 な経過 をた ど り， Fr－Oin 徴候 を認め た astro －
CytO m aの 1例
0額 修， 中川千栄子， 中沢艮樹
四家正 一 郎 く金沢医大小児科1
伊東正太郎 ， 角家 暁 く同 脳外科プ
く指定討論者う 福井医大小児科 小西行郎
18． 登校拒否症児の 入院治療の 現 況
0 西川二 郎， 井村英 一 ， 山上 正彦











0 小西 薫， 佐竹直子 く福井病院小児科1
素顔 田潮 く同 理学療法士っ
く指定討論者1 宮山医薬大小児科 小西 徹
座長 鈴木祐書
20． 本年 4月よ り開始 され た福井県下 に お け る神経芽
細胞脛 マ ス ． ス ク リ ー ニ ン グ に 関す る速報 く同時
期に 発見され た 2症例 を中心 にう




く福井県小児療育 セ ン タ ー う
堀田 正 一 ， 前田 喜美意， 高木靖弘
松田 漸 く福井県衛生研究所っ
く指定討論者う 金沢医大小児科 額 修
21． 血小板減少性紫斑病 を併発 した マ イ コ プ ラ ズ マ 肺
炎の 1例
中村英夫 く金沢赤十字病院小児科I
く指定討論者う 福井医大 小児科 吉本政弘
22． 水痘羅患中に尿路出血 で発症 し た n
－
P の 1例
0藤本 厳， 吉本政弘， 小 西行郎







0 村 田秀秋， 羽 場勝彦， 吉田 一 彦
佐藤 一 史， 藤沢博亮
く福井県立病院脳神経外科1
過去5年間， 当科に お い て ク リ ッ ピ ン グ手術 を行 っ
た破裂脳動脈瘡 109例中， 初 回発作よ り 3 日以内に 手
術 を施行 した 60例 に つ い て 検討 した， 年令 は 33一 旬 77
才に わ た っ た ． 術前の Hu nt の Gr ade は I 4例，II 14，
H王24， 工V 12， V6であ っ た ． 転帰は発症後 6 ケ月の 時点
に 於て ， 社会複層45例， 自立可能な も の 3例 ， 日常生
活 に 介助 を要す るも の 4例， 寝 た きり の も の 0， 死亡
8例 で あ っ た ． 死亡 原因 は v a s o spa s mに よ る も の 3
例， 初期 の脳 ヘ ル ニ ヤ に よる も の 3例j 心筋梗塞 1例，
肺炎 1例で あ っ た ． 術後， 臨床的 な v a s o spa s mは36
例に み られ ， そ の 程度 は C Tス キ ャ ン 上 の 血腫の 拡が
りに 相関 した ． しか し脳槽 ド レ ナ ー ジ を行う と 同時に ，
ノ ム ．
ユニ
Sw an －Ga n zカ テ ー テ ル を用 い て積極的 に Hy perte n，
Sio n－ Hype r v ole mic ther ap yを行な い 良好 な結果を得
た
．
2 ． 脳動脈癖急性期手術例 の 検討
0 佐藤秀次， 鈴木 尚 く金沢脳神経外科病院う
角家 暁 く金沢医科大学脳神経外科
破裂脳動脈癖急性期手術例 42例 を検討 し報告した
．
年令 ニ28旬 72才， 平均 54才． 動脈癌総数は 47個で，
Ac o mA 17， IC A 15， M C A 15個． 発症 24時間以内の
手術 は 35例， 83％． 術前 Hu nt and Ko snikgr ade I
へ III は 34例， 81％で あ っ た ． 手術 は， Clipping後，
spa s m防止 の た め主 に 両側 A． ． M．周囲の 血腫を除去
し， 術後 spa s mに は v olum e expansion を行 っ た ． 9
例 26％が spa s mに よ る症状 を呈 し， 内 7 例が脳梗塞
を合併 した ． 術前 gr ade I 旬 IIIの 34例中 27例， 82％
が予 後良好， 6例が 予 後不良 で あ っ た が， 3例 は術後
合併 した spa s m， 残る 3例 は術前合併 した脳 内血腫，
脳室 内穿破が原因 で あ っ た ． GradeIV． V の 8例は全
例予後不良で あ っ た ．
3 ． 破裂脳動脈癖急性期手術
0 黒瀬輝彦， 圃角文英， 上原 哲
く大船共済病院脳神経外椰
破裂脳動脈癌急性期手術 29例 の手術成績の 予後因
子 に つ い て検討 し た． 手術 成績 くAu e rl， fa vou rable
re s ults 二78％， u nfa v o u rable re sults こ22％くm ortali－
ty14％l， pr e Ope r ativ eHu rt8t He s sGr ade と clini．
c al o utc o m eGr ade くAu erJ は， よ く相関した．
Su rgic al c o mplic atio nは 52％ くsu rgic al m orbidity
a nd m o rtality は 20％いこみ とめ ， そ の原 因 の 66％は
spatula pr e ssu reで ， Hunt 8t He ss Gr ade 工II以上
S A H Grade くAu erl の 高い も の に 高率に 発生 した．
Delayed Ische mia は 25％に 発生 し， その う ち29％は
予後不長． 水頭症 は 35％に 発生 し， Hunt 8z Hess
Grade の 悪い も の に 多 くみ と め た． 術後全身合併症は
46％ に み と め， 重 篤な も の は 28％で あ っ た ． 結論こO
Gr ade IJ－vIIl は社会復帰の 可能性が高い が ， Vで は回
復 は ほと ん どみと め な い ． 砂 Gr adeIII以上 で は Stlr－
gic altr a u m aの 発生率が高い ． 脳室ド レ ナ ー ジの 併用の
他， 今後， 関頭方法， 脳 ベ ラ の 問 け つ 的使用 の 検討を要
す る． 思術中， 髄液流通 の 確保 と可逆的S A Eの 除去，
お よ びせ合併症 の 積極的予防 に つ と め る．
4 ． 破裂脳動脈将 に 対す る ス パ イ ナ ル ドレ ナ ー ジ法の
有用 性 に つ い て
0 武内重二 ， 武部吉博， 宝田膠憲
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永谷 一 彦， 原 靖， 大内雅文
く福井赤十字病院脳神経外科う
急性期破裂脳動脈膚 に 対して ，術前よ り spin al dr ai－
nage をは じめ， 術後も 7日間程度続行 した と こ ろ，く1J
ほとん ど全例が発作前の 状態 に復帰 し， く2膵中経学的，
精神科学的脱落症状 を示 さ ず， はは き に
一 過性 の 軽微
な血管攣縮症状 を示 し たの み で ， 刷重 篤な 血管攣緒症
状を示 さず，く5け0才以 上 の 老人 で も好成績 を示 した の
で報告する ．
すなわ ち， 入 院日く大抵 は発作 日1に spin al dr ain age
をお こな い ， C S F排液量 を 5 へ 10mlノhr に 調節， 翌 日
ほ たは翌 々 日1 に n e ck clip ping を お こ ない ， ひき
つ づき spin aldrainge を約7 日間程度お こ な い ， C S F
が黄色透明 に な っ た 時点で 抜去 する ． そ の 結果，
Gr ade lこ 2ノ2例， Gr ade 2ニ9ノ9例，
Gr ade 3ニ618例， Gr ade 4こ 1ノ2例
Gr ade 5こ113例で好成績を得た．
又， 70才以上 の 老令者4ノ6例が完全に 現職 に 復帰 し
たか， も しく は発作前の 状態 に も ど っ た ．
5 ． 出血性梗塞で 発症 した多発性脳動脈瘡 の 1 例
0新多 寿， 木谷隆 一
く富山労災病院脳神経外科1
山崎隆苦 く同 内科1
症例は 71歳の男性で， 失語と 片麻痺 を主訴 と して 来
院した． 軽度の 意識障害と全 失語， 右不 全片麻痔 を認
めた． 頭痛， 嘔気はな か っ た ． 心雑音， 頸部稚音な ら
びに脈不整はな か っ た ． C Tで 左側頭葉の 出血性梗塞
を認めた． 脳血 管写 で 左右中大脳動脈の 分岐部に 動脈
癌を認めた． 左 中大脳動脈癌は径11 m m X 8 m m と 大
きく， 頚動脈， 中大脳動脈に は狭窄所見 はな か っ た ．
動脈癌クリ ッ ピ ン グ を施行し たと こ ろ， 左 中大脳動脈
癖の ド ー ム 内壁の 一 部 に 器質化が み られ た ． しか しク
モ膜下出血 はみ られ な か っ た ． 本症 で は比 較的大き な
左中大脳動脈癒内に 生 じ た血 栓が栓子 と な り中大脳動
脈分枝を閉塞 して 側頭葉の 出血 性梗塞 を生 じた と考 え
られ た
． 術後， 血流改善剤の みの 投与 で 再発作を認め
ず経過 は良好で あ る．
座長 岡 伸夫 く富山医科薬科大学1
6． 脳動脈閉塞症例に 対 する ウ ロ キナ ー ゼ持続動注の
経験
0 北沢 智二 ， 寺林 征， 森 宏
杉山義昭 く富山県中央病院脳神経外科う
閉塞性脳血管障害急性期症例 に 対す る ウ ロ キナ ー ゼ
点滴静注法は広 く行わ れ て い るが ， 血栓 を よ り効果的
に溶解させ る た めに は ウ ロ キナ ー ゼが よ り高濃度 に 血
栓部 に 接触 する こ とが 重 要と思わ れ， こ の ため に は点
滴静注法よ り も局所持続動注法の 方がよ り効果的と思
わ れる ． 最近わ れ わ れの施設 に お い て も こ の 方法を試
み ， 現 在迄 6例 に施行 しう ち 4例に 再開通 を認 め た．
そ の 傾向と し て， 頸動脈領域 より も中大脳動脈領域 の
方が， ま た動脈硬化 を基盤 と した狭窄や閉塞よりも心原
性の 塞栓症 の方が ， そ して 時間的 に 発症後で き るだ け
早期で， C T 上低吸収域が まだ 出現 して い な い 時期 の
症例ほ ど改善が認め ら れて い る よう で あ っ た ．
7 ． 脳虚血 性疾患 に お ける Dyn a mic C T の有用性
0 橋本正明， 宮森正 郎， 水腰英隆
山野清俊 く富山市民病院脳神経外科1
田代室 － ， 汁 正樹 く同 中央放射線部う
Dyn a mic Sc an に よ り内頚動脈閉塞症， 脳動脈狭窄
症例 10例 に お け る 局所脳循環動態 を検討 し た．
Dyn a mic C Tに よ っ て得 た Tim eden sity c u rv eを
Ga m m a．fitting す る こ と に よ り O EF くEffe ctiv e
widthン e T SくFirst－ m O V e m e ntJ． G，T PくT im e to
Pe ak1 61 Pe ak の 4 Pa r a m et rを選 び， 中大脳動脈
及び中大脳動脈領域 に RO工 を設定 し検討 し た． E F，
T S， T P， P と もに 患側の 遅延， C T値 の低下又 は上 昇
を認 めた． 中大脳動脈支配領域で は， E F， T S が T P よ
り Tr a n sit tim eの 意味 を 含 め よ り 病態 を反 映 し，
Pa r a m et rと して有用 と思 われ た ． 特 に IC閉塞例に
お い て は， T P， E F， T Sの 遅延程度は Wi11is輪 を介す
る 副血 行路 の 発達状態の判定の目安と して 有用 と思わ
れ た．
8 ． 脳出血急性期例の M R－C T
O 倉内 学， 佐藤秀次， 鈴木 尚
く金沢脳神経外科病院ン
角家 暁 く金沢医科大学脳神経外科う
被殻 ． 視床出血 9例 の M R－C T所見を C T と対比さ
せ 報告した ． 機種 は磁場強度 0．15 テス ラ． 使用 し たパ
ル ス シ ー ケ ン ス はI R T R 20001TI 500と SE TR
20001T E 80． 結果 Hl発 症時 C T 上の 血 腫は， I R で
da rk halo くD印 をも つ 白質同等の bright a r e aくB AI，
S E で は均質な B A と して， t21CT 上 highdens eの 血
腰 が 周辺 に 低吸収域 を伴な う 4 旬 7 日頃は， 工R で D H
を も つ B A， S E で da rk c e nte rくD Cl を もつ B A と し
て ， く3IC T 上高吸収域 が縮小 す る 14 日頃はI Rで DC
と D H をもつ B A， S Eで は拡大 し た B A と して描出
さ れた ． また ，く41C T 上 血 腫 がis oden s eと なる 4過頃
は ，I R，S E と もに 刷の patte rnの ま ま縮小 した． 以上 ，
脳出血 の M R－C T所見 はI R， S E ともに 経時的にく1Iか
らく4ト と 一 定 の 変化 を示 した ．
1012
9 ． S T A． M C A手術 の 合併症 と して の 小脳出血
0 宝 田勝憲， 武内重 二 ， 武部吉博
永谷 一 彦， 原 靖， 大内雅文
く福井赤十字病院脳神経外科I
C T A，M CA 吻合術 4イ札 脳動脈痛く未破裂l ク リ ッ
ピ ン グ術 1例 の術後 に 生 じた 小脳出血 5例 を報告 し
た
． 共通点 と して， 術前 か ら抗血小板製剤 を使用 して
い た事，既応歴に 高血圧症や脳虚血症状 があ っ た 事，
術後技管時 に 急激 な血圧上昇があっ た事な どが あげら
れ た． 興味ある点 で は， 吻合術 を施行した 4例に ， 術
例 の 反対側小脳 に 血 腫形成 を き た した 事 が あげられ
る． 予 防対策 と して は， 手術数 日前か ら の 抗血小板製
剤の中止 ， 術直後の CT 検査 に よ る早期発見 も有用 と
思 わ れ るが ， 術前後の 厳重な血圧管理 こ そが 予 防の 最
重要点と思わ れ る．
10． 両側 S T AqM C A吻合術 を施行 した成人塾モ ヤ モ
ヤ血管の経時的変化 に つ い て
0 大井政芳， 佐藤秀次， 鈴木 尚
く金沢脳神経外科病院1
高久 晃 く富山医科薬科大学脳神経外科う
出血型 モ ヤ モ ヤ 病 の 成人例 に 対 し て 両側S T A－
M CA 吻合術 を施行 した． 術後 3年 3 ケ月 の 経過観察
で は， 脳 虚血症状及び再出血 は認め な か っ た ． 脳血 管
撮影は術後1 ケ月以内， 1年後， 2年後 ， 3年後の計
4回行 い ， そ の経時的変化を追跡 した ． 術後 1年以 内
に両側の中大脳動脈皮質枝領域 は バ イ パ ス に よ っ て濯
流さ れ， 基底核部モ ヤモ ヤ 血管 は ほぼ 消失 した． しか
し前大脳動脈領域 の血行動態 に変化 は見 ら れ な か っ
た ． 1年以降の追跡で は 中大脳動脈及 び前大脳動脈領
域の血行動態 に 新たな変化 は見 られ な か っ た ．
座長 久保田紀彦 く金沢大学つ
11． 多発性髄膜腰の 一 例
0 山本信孝， 富子達史
く高岡市民病院脳神経外科1
多発性髄膜腫の 1例 を経験 した．
症例は， 35歳女性． 主訴 は頭痛， 左側頭部 の 頭痛が
次第に 増強 した た め来院． 神経学的に は左嘆覚低下の
み認め た． C T で は， 前頭蓋底 と左 pte rio n内側 に著明
に 造影増強さ れ る腰痛が見ら れ た． 血管写で は， 外頚
動脈か ら の tu m o r stain が 認め ら れた ． 手術で ， 左側
頭部 2胤 喚簡部 1個の腫瘍 を摘出した ． 左側頭部の
1個 は骨 に 浸潤 して い た ． 組織 はす べ て同 じ m e止
ngo cytic m eningiom a で悪性像 は なか っ た ．
本症例 で は Vo n Re cklingha u s en病 を思 わ せ る 身
体所見や家族歴は な く， 3個の 腫瘍 も それ ぞれ 独立 し
ノ仝 －
エ 言
て い る こ と か ら Cu shing ら の 多発性髄膜 腫 の 定義に
合致 す る．
12． 三叉 神経痛お よ び顔面け い れ ん を呈 した小脳橋角
部髄膜腫の 1例
0西方 学， 岩井良成， 岡 伸夫
高久 晃 く富山医科薬科大学脳神経外科
三 叉神経痛 お よび顔面痘攣 を伴 っ た， 小 脳橋角部髄
膜腫 を経験 したの で報 告す る．
症例 は， 62才女性． 15年程前に 左三 叉神経痛 と診断
され ， アル コ ー ル ブ ロ ッ ク を施行さ れ ， 症状は消失し
て い た
．
と こ ろが ， 5年前に 再発 し， 2年前よ りさら
に ， 左聴力低下， 昨年来よ り左顔面痘挙が 出現した．
C Ts c a nに て， 左小脳橋角部に 異常 を指摘 され ， 昭和
60年 2月 18 日当科 へ 入 院 した． 諸検査 にて， 組織学的
に 小脳橋角部腫瘍 と して ， 手術 を施行 し， 髄膜腫と診
断さ れ た．
本症例 に お い て は， 小 脳橋角部髄膜腰が増大 し， 三
叉神経 並 びに 顔面神経 のintr a－ e Xit z o neを圧迫 したも
の と推定さ れ た．
13． 神経鞘腫 と髄膜腫 に合併 した胸髄腫瘍
0 糸底 亨， 池田清延， 久保 田紀彦
山本居 二 郎 く金沢大学医学部脳神経外科1
症例 は 48才の 女性で ， 両側の 聴力消失を訴 え， 1965
年両側聴神経鞠腰亜全摘術 を受 けた． 1980年よ り両側
顔面神経麻痔 が出現 した た め， 1982 年両側聴神経鞘腰
全摘術 を受 けた． 今回 両下肢筋力低下及び知覚障害を
主訴 に 入 院 した． 神経学的に は両側聴力消失， 両側顔
面神経麻痺， T b 4以下の 全知覚低下， 両下肢筋力低下，
排尿障害 を認 め た ． C T と脊髄造影 に て T bl一 旬3 と
T b 5の 2箇所 に 脊髄腫瘍が み ら れ たた め， 摘出手術が
な され た
． 組織学的に は， T b lへ ノ3 の 腫瘍 は神経鞠腰
T b 5 の腫瘍 は髄膜腰であ っ た ． 術後， 3 年前の 頭蓋内
腫瘍 を再検索 した 所， 神経鞘腰の中に 髄膜腫細胞群と
Ps a m m o m abody を発 見 した． 本症例は遺伝歴， Cafe
a ulait spot， 皮下腫 瘍 に ne u rofibro m aの 3者 を認め
ず neurile m m o m ato sis と確診 した ． 又 ， 頭蓋内腫瘍の
組織像 よ り髄膜歴 と神経鞘腰 の 腫瘍細胞 の 類似性が推
測 さ れ た．
14． 悪 性化像 を呈 した 両側聴神経腫瘍 の 1剖検例




M align a ntschw a n n o m aは， 普通， 四肢， 躯軌 頚
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部な どの 末棉神経に発生 し， 脊髄や脳神経 に 発生す る
事はき わめ て稀 で ある と され て い る ． 今 回， 我々 は，
両側聴神経腫瘍が悪性像 を呈 し， 特に左 側で 悪性性格
が強く， 髄液腔内に 播種 して両側脳室壁 に 転移 した と
考えられ る 1剖検例 を経験 した． m al ign a nt schw an－
n o m aが髄液腫内に 播種 した例は文献的に は 1例の 報
告がある の みで あり， 本例も貴重 な症例 と思 わ れ たの
で報告した．
15． 側脳室内腫瘍の 1症例
0染矢 滋， 木下 昭
く市立小松総合病院脳神経外科1
最近我々 は， 左 側 脳室前角 に 発生 し た m ultiple
cystic s ubependym o m aの 1 例を経験 した の で報告す
る． 症例は 65才女性． 低血 糖発作 で 来院 した． 頭部 C T
スキ ャ ン に て， 左側脳室前角に 高吸収， 同体部 に等，
低吸収像を示 す球状の m a ssを認 め， 増影剤投与 に よ
り軽度の 増強効 果 をみ た ． 脳血管写で は腫瘍血管 は認
めず， 血液生化学的検査， 内分泌学的検査で も異常 を
認め な か っ た ． 左 前 頭 頭頂関頭 ， tr an S C ello sal
ap pr o a ch に よ り左側脳室前角に 達 し 仁 腫瘍摘出した ．
術後， 一 過性 に 自発性低下， 矢見当識が出現 したが 短
期間に回復 し， 手術 に よる後遺症は なか っ た ． 標本 に
よる組織学的検索 で は fibrilla r m atrix が み られ ，
Subependym o m aの像で あっ た ．
座長 武内重 二 く福井赤十字病院フ
16． 約1年 に わ た り繰 り返 し腫瘍内出血 を起 こ した
mix ed glio m aの 1例
0竹 内文彦， 中村 勉， 伊東正太郎
佐々木尚， 東 徹， 郭 隆王
角家 暁 く金沢医科大学脳神経外科1
38才女性． 左 前頭葉腫瘍の 亜 全摘術 を行 い mix ed
glio m aと診断され た ． 術後局所 に 4 000r ad 照射 し た
が， 4 年後 に再発 し2 回目の 亜全摘術 を行 っ た ． 発症
6年目の C T で腫瘍の 再発 と腫瘍内出血 と思 われ る高
吸収域 を認め ， 再び 4000radの 局所照射 を行っ た． 死
亡前の 1年間， 腫 瘍内高吸収域の 範囲及 び部位が 5 回
以上変化 した ． 更 に 左 側脳室に も高吸 収域 が出現 し約
半年間消失す る こと は な か っ た
． 剖検 に て腰瘍内と脳
室内に 血腰 を認め， 組 織所見で腫 瘍内に 散在 する 出血
巣と蛇行 した 小血管壁の硝子化変性が見ら れ た． 出血
凝固系に 異常な く出血 は異常血管の 脆弱性に 起因す る
と考えたが， 血 管の脆弱化は放射線 に よる 変性か腫瘍
自体の変性か 断定で きな か っ た ．
17． 原発性悪 性黒色腫 の 1例
0鹿瀬敏士， 白崎直樹， 辻 哲朗
兜 正則， 河野寛 一 ， 伊藤治英
林 実 く福井医科大学脳神経外科う
杉原洋行 く同 第 1病理う
症例は 77才男性． 昭和 60年 5月下旬よ り全身倦怠
感と咳轍が 出現 し， 6月 10日 よ り左側頭部痛が加わ っ
た ． 以 後， 意識 レ ベ ル は徐々 に 低下 し痙攣発作も み ら
れ たた め， 当科 へ 転院した ．
入院時， 昏迷状態で， 瞳孔不同く左 ン 右1， 左眼瞼下
垂， 右不全片麻痔， 項 部硬直を認め た． ま た， 左眼瞼
周囲か ら頭頂側頭部， 左眼球結膜 に褐色の色素斑を認
めた． 頭部 C Tに て， 左中頭蓋簡 に， 境界明瞭で， 一
様な e 血 e効果 を受 け る腫瘍 を認め た． 血管造影 で
は ト 腫瘍血 管， 腫瘍陰影， 血管の 偏位 を認 めた ．
外科的切除術， 化学療法くD TI C，A C N U， Vin cristin
の 3剤併用う 施行す るも ， 術後 3週目 に 死亡 した ． 剖
検に て， 他臓器の 黒色腫を認めず， 脳底か ら全脊髄に及
ぶ播腰性病変 を認め た．
18． 悪 性脳 腫 瘍 に対 す る M C N U－Cisplatin ．V E P A療
法の有用性 に つ い て
0 武部署博， 武内重 ニ， 宝 田勝意
永谷 一 彦， 原 靖， 大 内雅文
く福井赤十字病院脳神経外科1
亡目的コ 悪性脳腫瘍 9例 に Cisplatin－M C N U－V E P A
併用療法を試 み， その有用性 を確認 した ので 紹介す る．
仁方法コ 手術 で到達可能 で あ っ た 6例に つ い て は術後
全身状態の 回復 を ま っ て， ま た 到達不可能な 3例 は放
射線学的診断後早期 に 化学療法を開始 した ． Cisplatin
20J－ v40m g， V E P AくV in cristin el mg， Endo x a n400
m g， Adria mycin30 m g， Pr ednine40m gl の 両者 を 7
日間隔で ， 3 へ ノ 5 回繰 り返 し1 クー ル と した． M C N U
50mg は 1度 の み施行 し， セ ル ジ ン ガ ー 法に て 内頚動
脈又 は椎骨動脈に 注入 した． 亡結果コC Rニ 2例， P R二 3
例， N Cこ 1例， P Gこ 3例 で あ っ た ． 亡結論コ外来加療
も可能 な化学療法 と し て Cisplatin－ M C N U－V E P A併
用 療法は臨床的 に有効 で あ る．
19． 巨大頭皮下腫瘡 を呈 した レ ツ ク リ ン グハ ウ ゼ ン氏
病の 1例
0塚田 彰， 沖 春海
く黒部市民病院脳神経外科つ
症例 は49才女性． 家族歴 に特記す べ き こ と な し． 19
才頃 に 後頭部腫瘡 に 気付い た が 放置 し て い た ． 以後
徐々 に 腫癌 は増大 し下垂す るよ う に な っ た 為当科 に 入
院 した． 後頭 部に 巨大皮下腰痛， 背部， 腰部， 殿部 に
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大小 の カ フ ェ オ ー レ 斑 及 び結節状皮膚腫痛 が み ら れ
た． 神経学的異常所見 はな く知能も 正常． 頭部単純写，
骨ス キャ ンで ラム ダ を中心 に 骨欠損が あ っ た ． C T で後
頭部皮下腫膚は軽度エ ン ハ ン ス され ， 脳ス キ ャ ン で 同
部 に 異常集横像 を認 めた ． 脳血管写で異常所見 な し．
摘出 した腰痛の組織診断は神経線経歴 であ っ た． 以 上
よ り レ ツ クリ ング ハ ウゼ ン氏病 と診断した ． 同疾患は
巨大腰痛 を呈 する こ とが あり， そ の典型例 が elepbaTl．
tia sisで あ る． ま た悪性化や 悪 性腫瘍の合併 も知 られ
てお り， 摘出した標本の組織学的検索が必要 で ある．
座長 村田 秀秋 く福井県立病院う
20． 広範囲硬膜切除 に よ り治癒 した石 灰化慢性硬膜下
血腫の 1例
0北林 正宏， 北嶋哲盛， 山本信 二 郎
く金沢大学医学部脳神経外科I
症例 は 75才男性． 主訴は歩行障害． C T及び頭蓋断
層撮影 に て 石灰化慢性硬膜下血腫 と診断し広範囲関頭
術 を行 っ た ． 外膜は厚く固く易出血性であっ た ． 血腫
内容は全て粘土状であ っ た． 内膜 も厚く 固く， 表面 よ
り 00ヱing が認め られ た． 外膜及び 内膜の 標本 で は， 血
腫 との 境界部に 石灰化 と共に 壁 の 薄い 血管が多数認 め
られ た． 術後経過良好だ っ た が ， 5 日目に症状及び C T
上 の 再発を認め再手術 を行 っ た． 骨窓 を追加 し， 血腫
除去 と被膜の止血 を充分 に行 っ た ． 2回目手術後は再
発も なく独歩可能と な り家庭復帰 し てい る．
石灰化慢性硬膜下血腫の治療に つ い て は広範囲関頭
によ る粘土 状血腫の可及的除去， 外膜の 広範切除， 内
膜表面の充分な止 血が重要である と考 えら れ た．
21． 頭部外傷に お8ナる DIC
O濱田 秀剛， 谷 一 彦， 早瀬秀男
土屋良武 く福井県済生会病院脳神経外科I
過去 3年半の頭部外傷E ト IY型 142例 の う ち 11例
く7．7％l に DI C が発生 した． D IC ll例 につ い て は，
Gla sgo w c o m a s c ale くG CSl と F D P に相関があり，
G C S が低い ほ ど F D P は高 か っ た ． 血小板数， フ ィ プ リ
ノ ー ゲ ン ． P Tに は G C S との相関は な か っ た ．
DICの 発 生率 は重症群くG C S 3J ， V 81で 17．4％と 中
等症群 くG CS 9J－ 1 ノ121 3．8％， 軽症群 くG C S 13J．V 151
2．9％に 比 べ 有意 に高か っ た ． ま た死 亡群で は 20．8％
に D 工C が発生 し， 生存群 の 5． 1％に 対 し高率 で あ っ
た ． C T上で 重症脳挫傷 を呈 した群 で は 13．3％と比較
的高率に D工C の合併が見 られ た．
D工C全例 に ヘ パ リ ンく10，00ノ ー 20，000単位ノ日うに よ
る治療 を行 っ たが ， 合併症 は なか っ た ．
A
コ 貫
22． パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ に よ る経眼 寄穿通則 の 1例
0 熊橋 一 彦， 徳田 和泉 北村住久
駒井杜詩夫 く厚生連高岡病院脳神経外科
症例は 23 才の 男性． 1985年2月 23 日駐車場に てマ
ス プ ロ ア ン テ ナで 右眼 を受傷 した． 自 ら ア ン テナを引
き抜 き， 倒 れ てい るの を発見さ れ 当科 に 入 院した． 入
院時， 意識 レ ベ ル は 10 で鼻出血 が あり， 頭部単純写亀
C Tに て 著明 な気脳症を認 めた ． 受傷 4時間後に は， 対
側前頭葉内に 出血 を認め た． 受傷 4 日目 に 髄液鼻漏を
生 じ， 安静に て も鼻漏 は持続す る た め， 髄液鼻漏閉鎖
術 を施行 した ． 術後軽度の 鼻漏と髄膜炎を併発 したが
軽快 し た． 本 症例 の 頭蓋内 へ の ア ン テ ナ の進入経路は，
眼球 を避 けて 眼寓内に入 り， 視神経 と外眼 筋群の問を
通 り， O rbital r o ofを突き抜 け， 対側 前頭葉に 達した
も の と思わ れ た
． 脳室 内の 多量 の空気 は， Ciste rn内の
空気 の 逆流 に よ る もの か ， あ る い は ， ア ン テナが直接
左前角に 達 して お り流入 した もの と考 えられ た．
23． 重症 S A Bの 母 親か ら極小未熟児で誕生した新生
児に 合併 した脳内出血後水頭症の 1例
0 木村 明， 石 黒 修三， 宗本 滋
正印克夫， 二見 一 也
く石 川県立 中央病院脳神経外科1
母親は 31才， 2回目 の妊娠 8 ケ月 く29週J 時に し
工C P C動脈癌破裂 を きた し， 肺水腫 を合併 したた め， 帝
王 切開で 1380gの 未熟児を分娩 した ．
患者は ， Ap ga r s c o rl分 1点， 5分 3点で ， Bo m sel
III型の R D S を呈 し， 日令5 に 脳室上 皮下出血くS E Hl，
脳室内出血く1 V Eうを合併 した ． 脳室拡大は進行性で，
P V L様所見も認 め られ ， RIciste rn Ogr aphy で N P H
様水頭症 と診断さ れ， 日令 44 で V－P shu nt を施行し
た ． その後 の 患者の 成長 は順調で ， C T所見も改善され
母子 共に 退院 した が， 日令 136の C Tで 再び脳室拡大
が認 め られ た． RIciste rn Ogr aphy， M etriz a mide脳室
造影 で は， 髄液循 環 は 正 常化 し て お り， C T所見は
SAH後 の Ventriculo m egaly と思 わ れ た ．
未熟児IV H後水頭症 の 発生 に は， 種 々 の 脳 の 未熟
性が関与す る もの と思 われ た ．
座長 中村 勉 く金沢医科大学I
24． 頸髄損傷後の sle ep－apn e aの 1例
0 半田裕 二 ， 石井久雅， 野 口善之
古林秀則 ， 伊藤治英， 林 突
く福井医科大学月齢申経外科
症例 は20才男性． 受傷直後よ り呼吸停止 ， 四肢完全
麻痔 を認め た． 受傷3 日後 よ り自発呼吸の出現， 5 日
後 よ り四 肢自発運動の 出現 を認め た． 受 傷 4週間後に
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は， 四肢不全麻凰 C4以 下痛覚脱失， 触 覚低下 を示 し，
覚醒時に は 自発呼吸に よ る換気量 は充分と な っ たが，
夜間睡眠時に は呼吸困難 の 為に 補助呼吸装置 を必 要と
した． 入 眠時の ポリ グラ フ に よ る観察で は脳波上 の睡
眠時所見に 一 致 して約 1分間の無呼吸と それ に続く覚
醒反応と呼吸 の 再開を く り返 す周期的パ タ ー ン を示 し
た． Dia zepa m の 投与 は同様 に周 期的無呼吸 パ タ ー ン
を示し， 三 環系抗う つ 剤の投与 は睡眠時無呼吸の出現
を減少さ せ た が ， 呼 吸 障害 を改善す る こ と は で き な
かっ た ． 本症例 に お け る sle ep－apn e aは ， 高位頸髄 ある
い は延髄 の a uto rn atic r e spirato ry syste m が 障害さ
れ出現 したも の と推定さ れ た．
25． 一 側性費色靭帯骨化症の 1例
0 阿部 浩， 江守 巧
く氷見市民病院脳神経外科う
郭 隆王 ， 角家 暁
く金沢医科大学脳神経外科う
O Y L の報告 は現在 ま で 700例以 上 も み られ る が ， 一
側性の O Y L は極め て稀 である． 今回， 一 側性 O Y L の
一 例を経験 したの で報告 する． 75才女性． 主訴は歩行
障害． 間軟性政行の既往があっ た． 両下肢脱力感が起
こり， 約 2日 の 経過 で歩行不能 とな っ た ． 神経学的に
は腸腰筋以下の右側に 強 い 対麻痔 を認め たが ， 知覚障
害は なか っ た ． ミ ュ ロ グ ラ フ イ ー 上 ， 第 10．11胸椎間
に左背側か らの 硬膜外腰痛に よ る不 完全 ブ ロ ッ ク を認
め， 腰痛の C T債は 300－ 700 で あり， 一 側性 O Y L の
診断下に 第10胸椎と第 9 ． 11胸椎 の 一 部 を椎 弓切除
し， O Y L を全摘 した． 約 2週間で 歩行可能と な っ た ．
組織学的に は右側の 石 灰化 ． 骨化の所見 は なく ， 左側
のみの 胸椎 O Y Lと診断した．
26． T hora cic o utlet syndro m eの 1症例
0 立花 修， 石倉 彰
く国立 金 沢病院脳神経外科フ
保存的治療が無効 で ， 日常生活に 支障の あ る胸郭出
口症候群の 1例 に対 し手術を施行 し， 改 善が 認め られ
たの で若干の 考察を加 え報告す る ．
症例こ45才男性． 外傷の 既往が あ り， 左 上肢外転位
にて尺側に 強い しびれ ， 痛み をお ぼ え 日常生 活に 支障
をきた すよ う に な っ た ． 血 管写 に て 左鎖骨下動脈の 圧
迫所見を認め， 保存的 に 治療す る も軽快せず， 手術に
踏み き っ た ． 手術 は， 前， 中斜角筋切離， 第1肋骨部
分切除術を お こ な っ た ． 術中， 左上 腕 を過外転位 に保
持し， 肋鎖間隙の可及的拡大 をは か っ た ． 本例で は，
術前の血管写に て， 左上腕 の 過外転位 に 加え， 患者の
自発的頭位挙上 に よ る頸胸筋緊張が圧 迫部位決定 に有
効で あ っ た
．
ま た肋骨切除に 際 し， 術中， 左上 腕肢位
を諸種変化さ せ る こ とが肋鎖間隙の圧迫 を十分除去す
る の に 必要 で あっ た
．
27． 頸椎手術用鋭匙 の小工夫 － Te chnic aln ote －
0長谷川健， 大日方千春， 相原謙憬
山本信二 郎 く金沢大学医学部脳神経外科う
頸椎前方経由手術 に 用い られ る鋭匙に 小 工 夫を加 え






長軸で 4， 5， 6 m mくNo ．00， 0， 1 に 相圭別 のサ イ
ズ を用 意 し， Sbaft を細 く長く 全体長で 26c m と し た
．
tip の neck にstr aight と a ngled の 2種があ り， 前者




，， 鋭匙で は 従来 の 鋭匙 に比
べ
， tip の 刃先 の 視野が よく確保 され る， 緩 い 凹 面 を呈
す る椎体面 に 刃 先が よ く fit す る た め有効な刃 面が 多
く， かつ a ngled shaftで も 回旋や 捻れの少 ない 安定 し
た操作が可能であっ た ． こ れ らの 利点か ら， 顕 微鏡下
頸椎前方経由手術 の， 特に椎間後方1ノ2 から 1ノ3 の 奥
深 い 手術野で有効 な使用経験 を得た．
第10会場 眼 科 分 科 会
1 ■ 涙液内グ ル タチ オ ン濃度に 与 える薬物点眼 の 影響
0 開 繁義， 石 田俊郎， 山田祐司
中村泰久 く宵山医薬大眼科J
2 ． 当教室 に お ける 限外傷の統計的観察
その 3 ． ス ポ ー ツ外傷
0 松本純 一 ， 大山充徳， 都筑春美
中泉裕子 く金沢医大眼科う
3 ． 北陸地方に お ける 失明原因龍 関す る統計的検討
窪田靖夫 く富山医薬大眼科フ
4 ． E O Gに お ける Co ntralate ral effe ctくCr o ss－talkJ
の 評価
0 田村敏博， 河崎 一 夫， 米村大蔵
く金沢大眼科1
5 ． パ タ ー ン反転刺激 に よ る人 限 E R Gくその 2ユ
0 太田秀俊 ， 田村敏博 く金沢大眼科1
6 ■ 下斜筋過勤を伴 っ た内斜視の術後両眼視機能の 検
討
0安井紫都子 ， 向井圭子 ， 狩野晴子
渡辺 の り子 ， 中泉裕子 く金沢医大眼科う
7 ． 眼科領域に お け る N M R－C Tの 応用 その 2
0 山秋 久， 葉 隆 一 ， 小島正 美
佐々 木 一 之 く金沢医大眼科う
8 ． 原発性閉塞隅角緑内障 に 対す る アル ゴ ン レ ー ザ ー
虹彩切開術 の 治療成績
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0 古村俊人 ， 辻 口玲子， 浅井源之
越生 晶 く厚生連高岡病院眼科う
9 ． WaR 陽性の 続発性緑内障の 1例
0 高原嘉 一 ， 熊 谷愛子 く高岡市民病院眼科う
森 田嘉樹 く福野町I
lO． 後房 レ ン ズ挿入 術後 に 発生す る虹 彩炎の 予防法
升 田義次 く富山市う
11． Myoto nicdystr ophy の 1症例
0 向井圭子 ， 結城 泰， 山村敏明
く金沢医大眼科1
12． 血糖 コ ン トロ ー ル と糖尿 病性網膜症 に つ い ての 一
考察






0大野賢朗， 三 浦宏之 ， 岡田 俊治
く福井県済生会病院整外う
2 ． 鹿骨 々折の 経験 くそ の い
0 三秋 宏， 大場 昭， 加藤 日出治
川北 篤， 木 嶋光仁 ， 近藤 啓
重信弥八， 中谷欣 二 ， 波多野 茂
広瀬鎮郎， 軌lト外書男， 森川幹久
米沢繁男 く金沢市開業医会1
3 ． 小児大腿 骨々折の 治療経験
0 扇谷 一 郎， 北野善行， 藤田 国政
く市立砺 波総合病院整外I
4 ． 若年者の 陳旧性大腿骨頸部内側骨折 に 血 管柄付 き
骨移植術 を施行 した 1例
0 野村 忠， 樋口雅章， 沢田米造




5 ． 有病性 二 分膝蓋骨の治療経験
0 平井 純， 一 前久芳， 菅原洋 一 郎
川北 哲， 竹多外志 く国立金沢病院整外1
6 ． 歩行分析 － その 1 ． 正 常者 に つ い て －
0 野 口哲夫， 長尾竜郎， 清水美恵子
島田 一 郎
く宮山県高志 リ ハ ビリー テ ー シ ョ ン 病院1





8 ． 整形外科的治療 を要 した Ka s aba ch－ M erritt症候
群の 2例
0 村田 成， 西島雄 一 郎 く金医大整期
日整会教育研修講演
変形性股関節症 の 治 療
近畿大学整形外科 田中清介 教授
9 ． 高度大腿骨頭ヒ り症 の 1治験例
0 片山 元， 手井喜久男， 天谷信二郎
増山 茂 く富山市民病院整州
10． 白血病 に 対す る骨髄移植後 に 発生 した多発性無腐
性骨壊死の 1例
0 中橋謙次， 宗広忠平， 松本忠美
米澤幸平 く金大整外1
塩原信太郎 く金大3和
11． 変腹症 に 対す る寛骨臼回転骨切 り術
0 田中義孝， 井村慎 一 ， 中瀬裕介
く福医大整外I
12． 最近経験 した 若年者化膿性椎間板炎の 2例
0土 屋 弘行， 武 田正 典， 菊地 豊
五 之治行雄 く福井県立病院整外j
13． 多発性脊髄神経鞠腰 の 2例
0 糸帖秀人， 富 田勝郎， 浜岡寛士
野村 進 く金大整外J
武田 正典 く福井県立中央病院整鮒
14． 頸髄症 を呈 した 頸椎々 間板 ヘ ル ニ アの 1例
0池 田和 夫， 山 田義夫 く市立敦賀病院整外1
15． 特異な転位 を示 した リ ウ マ チ性上 位頸椎亜 脱 臼の
1例 く環椎後方転位， 側方傾斜I
O 石原裕和， 上 田 剛， 高桑 一 彦
伊藤達雄 く富山医薬大整外コ
16． 腰椎々 間板 ヘ ル ニ ア に 対 す る1u mba r epidu ral
VenOgr aphy の経験
0 増山 茂， 手井喜久男， 天谷 信二郎
片山 元 く富山市民病院整外プ
17． 後方 Ka nte n abtre n n u ng の 検討




宮崎憲太郎 く公 立 羽咋病院整外j
松原藤継 く金大中検j




座 長 大 中正光 く福井循環器病院外科ン
1． 当科 に お け る合併症 を伴 う虚血性 心疾患の 外科治
療
0 榊原直樹， 川筋道雄， 川尻文雄
青山岡膵口， 九 沢 豊， 遠藤将光
向井恵 一 ， 三 崎拓郎， 岩 喬
く金大 1外I
2． サ ー モ グラ フ ィ ー に よる 冠血 行再建術 の 評価
0 金戸善之， 会田 博， 坂本 滋
湯浅幸吉， 白川尚哉， 豊田恒良
成 田久仁夫， 長末正 己， 保坂浩史
安西吉行， 岩波 洋， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部外科う
3． Fo ntan 型手術の 2治験例
0 埠 泰史， 大中正光， 大橋博和
山下成哲， 沢谷 修， 浜 岡建城
田中 孝 く福井循環器病院外科う
4． Ca rdia cCa che xia を伴 っ た心房 中隔欠損症， 三尖
弁閉鎖不全症の 1治験例
0 白川尚哉， 会田 博， 豊 田恒良
坂本 汲， 湯浅幸吉， 金戸善之
成 田久仁夫， 長末正 己， 保坂浩史
安西吉行， 岩波 洋， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部外科う
5． 教室に お け る人 工 弁置換術遠隔成績 の 検討
0 会 田 博， 坂本 滋， 湯浅幸吉
金戸善之， 白川 尚哉， 豊田恒良
成 田久 仁夫， 長末正 己， 保坂 浩史
安西吉行， 岩波 洋， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部外科う
6． Integr al m o no strut Bj6rk－Shiley 弁 の 使用経験
0 豊 田恒良， 会田 博， 坂 本 滋
湯浅幸吉， 金戸善之 ， 白川 尚哉
成田久仁夫， 長末正 己 ， 保坂浩史
安西吉行， 岩波 洋， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部外科う
座長 石 原 浩 く福井医大第 2外科ン
7． 急性上行大動脈解離 に 対する 緊急手術の 検討
0 松尾 浩三 ， 藤村光夫， 西谷 泰
戸島雅宏， 河田政明， 清崎浩 一
中川禎 二 ， 前田昭 治
く宮山県中胸部循環器外科ン
8． 消化器病 と腹部大動脈手術の 合併 こ11例の 検討
0 横川雅康， 上 山武史， 明元 克司
大場泰良， 湖束慶樹， 永井 晃
富川 正樹， 山本恵 一 く富 山医薬大1外1
9． 当科に お ける腹部大動脈瘡の 経験
0 井隼彰夫， 山森祐治， 藤井秀則
林 茂， 井上 茂， 野浦 素
森本秀樹， 秋 田利明， 小林 彰
加藤佳典， 丸棒和弘， 千葉幸夫
石原 浩， 谷川允彦， 村岡隆介
く福井医大2外I
lO． Tr a n s mic r o sc opic v a s cula r s u rgery に よ る下腿
3分枝血行再建の 有用 性
0 富川正樹， 永井 晃， 宮沢秀樹
橋本英樹， 山口敏之， 鈴木 衛
浜中英樹 ， 上 山武史 く宵山医薬大 1外1
11． カ テ ー テ ル に よる 深部大腿動脈内異物除去の 1例
0保坂浩史， 会田 博， 坂 本 滋
湯浅幸吉， 金戸善之 ， 白川尚哉
豊田恒良， 成 田久仁夫， 長末正 己
安西 苦行， 岩波 洋， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部外科う
永守郁夫 く浜野病院外科ン
12． 顕微鏡手技 に よ り成功 した膝衝動脈足背動脈 バ イ
パ ス 術の 1例
0 宮沢秀樹 ， 晶ノーl 誠， 寺 中正 昭
く城端厚生病院外科フ
富川正樹， 上 山武史 く宵山医薬大 1外う
座長 永井 晃 く富山医薬大第1外科1
13． 肺動静脈療 6例の手術知見
0 花立 史香， 皆川真樹， 山下長平
木元着生， 渡辺洋宇， 岩 喬
く金大 1外ン
五十嵐厚 く同 1内ン
14． 肺 Ca stle m a nlym pho m aの 1 例
0 河田政明， 清崎浩 一 ， 松尾浩三




15． Delayed prim a ry oper atio n で切 除し得た胸部神
経節芽腰 の 1例
0 島多勝夫， 山下芳朗， 加藤 博
田沢賢次， 伊藤 博， 藤巻雅夫
く富山医薬大2外う
16． Unilate ral hy pe rlu c e nt lu ng の 所見 を呈 した 気
管支平滑筋腰の 1治験例
0 草島義徳 く富山市民病院呼吸器外科う
北林 一 男， 掘地 肇， 菅原昇次郎
萩野 茂， 石黒 信彦， 広野 禎介
く同 外科う
中村祐行， 水上 陽真 く同 呼吸器科つ
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小西秀男， 杉原政美 く同 放射線科ン
高柳声立 く同 研究検査料う
能登啓文， 藤田 秀春 く金大2外う
17． 心 筋梗塞 に 合併 した肺癌の 1手術例
0 高嶋義光， 江崎 寛， 武藤 真
長谷光雄 く福井赤十字病院呼吸器科I
池 田 一 雄， く同 麻酔科1
山岸利栄 く同 内科1
18． 非肺癌肺腫瘍の検討
0黒 田 譲 ， 大平政樹， 浅田康行
林外史英， 飯 田善郎， 三井 毅
三浦将司， 藤沢正清 く福井県済生会病院外科1
19． 全 膿 胸腰間鎖 法 と し て の 胸 郭 形成 術 と Air
Plombage 法の比較検討
0成田 久仁夫， 岩波 洋， 安西吉行
長末正 己， 胡 永校， 豊田 恒良
白川尚哉， 保坂浩史， 金戸善之
湯浅幸吉， 坂本 滋， 会 田 博
松原純 一 ， 清水 健 く金医大胸部外科1
座長 木下 元 く福井医大第 1外科つ
20． Supe rio r M edia stin al Syndro m eを呈 した 巨大
異所性甲状腺腰の 1手術治験例
0 山森祐治， 井草彰夫， 千葉幸夫
村岡隆介 く福井医大 2外I
21． 甲状腺癌の上 縦隔進展例の手術経験






22． 特異 な悪性乳腺葉状轟胞肉腫 の 1例
0高野 徹 ， 津 田基晴， 稲 田章夫
龍村俊樹， 山本恵 一 く富 山医薬大 1外う
塚 田貞夫 く金医大形成外科う
若木邦彦 く宵山医薬大第 2病理1
23． 再発乳癌 も含めた 両側乳癌症例 の検討
0 大戸 司， 政岡陽文， 勝木茂美
石 田 哲也， 橋本哲夫， 上 野桂 一
喜多 一 郎， 黒 田青 隆， 辻 政彦
く宵山県中外科I
北川正僧， 三 輪淳夫， 増 田信二
く宮山医薬大第 1病理ン
座長 能登啓文 く金大東2外科う
24． い わ ゆる食道癌肉腫 の 1例





島崎邦彦， 坂本 隆， 宗像周二
真保 俊， 唐木芳昭， 田 沢賢次
伊藤 博， 藤巻雅夫 く富山医薬大2鮒
25． 食道 アカ ラ シ アの 患者に 発生 した 急性胃拡張の 1
例
0 榊原年宏， 石坂 龍典， 藤田敏雄
広川慎 一 郎 く新潟県厚生連糸魚川病院外科
白崎 功， 坂 本 隆， 伊藤 博
藤巻雅夫 く富山医薬大 2州
26． 有茎挙上 結腸 を用 い た patching m ethod法 によ
る 良性食道狭窄手術例 の 検討
0橋本哲夫， 政岡陽文， 勝木茂美
石田哲也， 上 野桂 一 ， 大戸 司
書多 一 郎， 黒 田吉隆， 辻 政彦
く富山県中外椰
27． 食道癌手術 に お ける術後呼吸障害
0 大堀 功， 能登啓文， 藤田秀春
桐山正人， 嶋 裕 一 ， 宮崎逸夫
く金大2外う
28． 食道静脈療治療の検討
0 飯田 善郎， 三 浦将司， 黒 田 諌
林外史英， 浅 田康行， 三 井 毅
大平政樹， 藤沢正 清 く福井済生会病院外科I
座長 津田昇志 く福井県立病院外科1
29． 緊急手術 を要 した 消化管出血症例 の 検討
0 中野泰治， 松木伸夫， 巴陵宣彦
可西右使 く高岡市民外科1
30． 胃腺贋 の 治療
0 倉知 園， 渡辺公男
く辰口芳珠記念病院外科1
仲井信雄 く仲井病院う
31． 石灰化 を伴な っ た 胃平滑筋腰 の 1 例
0藤沢克憲， 野手雅章 く国立鯖江病院外科1
佐 野 敦， 十倉保重 く同 内剛
笠原文和， 松葉 明， 小島靖彦
中川原儀三 く福井医大 1外1
細川洋平 く同 第1病剋
32． 胃癌 と合併 し た十 二 指腸平滑筋腰 の 1例
0 酒徳光明， 吉田 政之， 関 征夫
相原 一 郎 く市立 敦賀病院外糾
33． 多発性十二 指腸憩室症を合併 した 胃癌 の 1例
0 宗本義則， 河北公 孝， 野 田嘩夫
く勝山病院外糾
酒井泰征 く同 内科
34． 術前化学療法く工H Clが著効であっ た stageIV胃癌
の 1例
0 沢口 凰 浅井 透， 太田孝仁
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菅 敏彦 ， 上 野 雅資， 高橋 豊
北村徳治， 上 田 博， 荻野知己
磨伊正義 く金大が ん研外科う
座長 関 征失 く市立敦賀病院外科う
35． 当院に お ける胃癌 の 治療成績
0 石黒 信彦， 広野 禎介， 萩野 茂
草島義徳， 菅原昇次郎， 堀地 肇
北林 一 男 く宮山市民外科う
36． 胃癌 手術症例 に お け る 肝動脈幹背面 リ ン パ 節
くNo，8pう の検討
0 西村元 一 ， 米村 豊， 藤村 隆
杉山和夫， 嶋 裕 一 ， 松 田祐 一
片山寛次， 橋本哲夫， 藤井久丈
広沢久史， 山口 明夫， 宮崎逸夫
く金大 2外I
中嶋憲 一 ， 油野 民雄， 久田欣 －
く同 核医学科1
37． 大攣側胃癌の 検討
0 広瀬和郎， 大島俊哉， 福 島 弥
磯部芳彰， 関 弘明， 小 島靖彦




． H 胃癌 に お け る D N Aploidy patter n
の解析
0 杉山和夫， 米村 豊， 藤村 隆
西村元 一 ， 橋本哲夫， 嶋 裕 一
沢 敏治， 鎌田 徹， 松 田祐 一
高嶋 達， 山 口 明夫， 宮崎逸夫
く金大 2外J
座長 川浦幸光 く金大第 1外科う
39． 食道浸潤胃癌の X 線所見
0 荻野 知己， 菅 敏彦， 太 田孝仁
浅井 透， 上 野 雅資， 沢 口 潔
高橋 豊， 北村徳治， 上 田 博
磨伊正義 く金大が ん研外科う
40． 胃外性発育 を示 した胃癌症例の 検討
0 山 田洋己， 高松 備， 津 田宏信




0 宮 田龍和， 高松 備， 津田宏借
浅井伴衛， 木下睦 之 ， 道場昭太郎
滝田佳夫， 山田洋己 く国立金沢外科う
渡辺駿七郎 く同 病理検査科コ
上 野 一 夫 く宮山労災外科う
42． 末期胃癌 に 対す る Cisplatin， M M C， UF T， 併用 療
法 くC M F療法う の効果
0松木伸夫， 佐久間寛， 沢 敏治
八木雅夫， 萩野 茂， 米村 豊
可西右使， 島 弘三， 小 森和俊
吉光外宏， 広野 禎介， 宮崎逸夫
く北陸 シ ス プ ラチ ン 研究会う
43． 悪 性腫瘍 に 対す る Radiofr equ e n cy 波温熱療法 の
効果
0 藤村 隆， 米村 豊， 鎌田 徹
竹川 茂， 上田順彦， 杉山和夫
西村元 一 ， 宮田龍和， 松田祐 一
東野義信， 山口 明夫， 泉 良平
宮崎逸夫 く金大2外う
中嶋和書， 久住治男 洞 泌尿器科つ
斉藤泰雄， 高島 力 く同 放射線科つ
座長 中泉治雄 く福井県立病院外科つ
44． 8年間に 及ぶ頻 回の 下血 を繰り返 した小 腸平滑筋
肉腫の 1例
0松本 一 郎， 古田和雄， 原 和人
安田清平 く城北病院外科う
渡辺麒七郎 く国立金沢病 理う
45． 肺原発 と思わ れ る転移性多発性小腸癌 の 1例
0 大島俊哉， 福島 弥， 松葉 明
小島靖彦， 判Il原儀三 く福井医大1外つ
細川洋平 く同 第 1病理，
岩堀嘉和 く武生外科内科つ
46． 腸合併切除 を必要と した急性虫垂炎の 検討
0 原 和人 ， 松本 一 郎， 古田和雄
安田清平 く城北病院外科う
47． 虫垂 を探 っ て， 非穿孔性虫垂炎 と回盲部周囲腹膜
炎
小林書順 く福井市小林病院I
48． 当科に お け る緊急手術症例 の検討
一特に 腸間膜動脈血栓症に つ い て －
0谷 卓， 清水康 一 ， 上 野 一 夫
島 弘三 く富山労災外科ン
座長 田沢 賢治 く宵山医薬大第 2外科う
49． S 状結腸 一 勝胱療 の 1例
0 高橋 一 郎， 山崎四郎， 羽 柴 厚
山脇 優 く市立小松総合病院外科う
亀 田健 血 く同 泌尿器科う
大井章史 く金大第1病理う
50． 為膜性腸炎の 経験例 に つ い て




江守 匠， 阿部 清 く同 脳神経外科I
51． 大腸憩室 を合併 した虚血性大腸炎の 1例
0村田修 一 ， 若狭林 一 郎， 村上 新
清崎克美 く氷見市民外科1
52． 大腸悪性紡毛腫瘍の 1例
0 藤井秀則， 林 茂， 井上 弘
野浦 素， 森本秀樹， 加藤佳典
丸橋和弘， 谷川允彦， 村岡隆介
く福井医大2外う
53． 遊離腸管平滑筋移植 を付加 した 人工 肛門造設術
0竹森 繁， 新井英樹， 穂苅市郎
鈴木康将， 笠木徳三 ， 坂本 隆
永瀬敏明， 田 近貞克， 唐木芳昭
田沢賢次， 伊藤 博， 藤巻雅夫
く富山医薬大 2外う
座長 高島茂樹 く金沢医科大第2外科う
54． 癌化 を示 した 潰瘍性大腸炎穿孔の 1例
0 片山外 一 ， 北村秀夫 く福井病院外科う
大井章史， 勝 田省吾 く金大第 1病理う
55． 当院 に お ける 大腸癌症例 の 検討
0古田 和雄， 松本 一 郎， 原 和人
安田清平 く城北病院外科1
56． 大腸癌再発症例の検討
0北村徳治， 太田 孝仁， 浅井 透
菅 敏彦， 上 野雅資， 沢 口 潔










0 小林泰三， 磯部芳彰， 新本修 一
松葉 明， 木下 元 ， 小島靖彦
三輪晃 一 ， 中川原儀三 く福井医大 1外フ
細川洋平 く同 中検病理1
59． 鞘化器痛の 肝転移例の 予後
0 伴登 宏行， 川浦幸光， 森 善裕
橋爪泰夫， 魚津幸蔵， 疋 島 寛
竹村博文， 広瀬宏 一 ， 岩 喬
く金大 1外う
座長 小西孝司 く金大第2外科う
60． 肺動脈瘡 を伴 っ た肝硬変合併肝癌の 1例
0藤村 隆， 泉 良平， 薮下和久
ノとト
音
渡辺俊雄， 小野 田 秀軌 広沢久史
小西孝司， 宮崎逸夫 く金大2鮒
61． リ ン パ 節転移 に よ る上腹部腰痛 に よ り発見された
微小肝細胞癌 の 1例
0 金 定基， 八 木真吾， 皆川真樹
石 田 一 樹， 清原 薫， 牛島 聡
北川 晋， 中川正 昭， 瀬川安雄
く石川県立中消化器外科
清水博志 く同 放射線科




0渡辺 俊雄， 泉 良平， 前田基 一
上 田順彦， 薮 下和久， 小野 田秀樹
西村元 一 ， 広沢久史， 宮崎逸夫
く金大 2外1
63． 肝内結石症治療の検討
0 三 井 毅， 三浦将司， 黒田 譲
林外史英， 浅田康行， 飯田善郎
大平政樹， 藤沢正 常 く福井県済生会外剛
64． 肝血管腫の 2切除例
0 湊 浩志， 龍村俊樹， 笠 島 字
村上 新， 杉山茂樹， 木元文彦
小山信 二 ， 山本恵 一 く富山医薬大1外1
65． 胆嚢 に み ら れ た小細胞癌の 1例




66． 胆道造影 に 於る F C Rの 評価
0 瀬戸啓太郎， 山本広幸， 斎藤人志
坂 田則昭， 高 田道明， 有塚史郎
木南義男 く金医大 一 般消化器外科
67． レ ン メ ル 症候群の 2症例
0 平野 誠， 辻 口 大， 神林清作
橋川弘勝 ， 龍沢俊彦 く厚生連高岡外科
68． 拡大 P D を施行 し た胆管癌合併先天性胆道拡張症
の 1例
0 前田基 － ， 木村寛伸， 上 田順彦
大山繁和， 長谷 川啓， 大堀 功
加藤真史， 秋 山高儀， 嶋 裕 一
神野正 博， 東野 義信， 小西 一 朗
泉 良平， 小西孝司， 永川宅和
宮崎逸夫 く金大2州
平井信行 く同 1和
角谷真澄， 松井 修 く同 放射線科
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69． 膵癌に 対す る術中照射療法に つ い て
0阿部要 一 ， 伊藤 博， 鈴木修 一 郎
櫛測統 一 ， 桐山誠 一 ， 田沢賢次
藤巻雅夫 く富山医薬大 2外う
70． 膵癌手術症例の 検討
0松葉 明， 平泉 泰， 笠 原文和
小林泰三 ， 福島 弥， 新本修 一
辻 光昭， 磯部芳彰， 木下 元
嶋田 紘， 小島靖彦， 三 輪晃 一
中川原儀三 く福井医大 1外う
座長 小島靖彦 く福井医大第 1外科う
71． 後腹膜腫瘍 の 検討
0 高森正 人 ， 上 野桂 一 ， 束野義信




72． 腹腔内脂肪肉腰の 1 例
0 菅 敏彦， 浅野栄 一 ， 秋本龍 一
く浅 ノ 川総合外科う
73． 異物性腹部腰痛 の 検討
0 細川暢子 ， 中川 公 三 ， 高山和男
松田 一 夫， 三崎 明孝， 村北和広
細川 治， 武田 孝之 ， 中泉治雄
谷 川 裕， 森田信人 ， 渡辺国重
木谷栄 一 ， 津田 昇志， 山崎 借
く福井県立外科う
74． 術後紅皮症の 1例
0 伊藤雅之， 八 木雅夫， 泉 良平
広沢久史， 小西孝司， 藤田 秀春
永Jl卜宅和， 宮崎逸夫 く金大 2外1
第13会場 臨床病理 分 科会
第10 回 北陸臨床病理集談会
当番幹事 黒 田満彦 く福井医大う
生 化 学
座長 橋本琢磨 く金沢大学う
1 ． 血清無機リ ン値の 採血後 の 経時変化 に つ い て
0 内藤雅嗣 ， 松山浩之 ， 井村敏雄
長原三輝雄， 長谷川 俊雄， 森河 浄
黒 田満彦 く福井医科大学検査部1
採血後全血状態 で 放置 し た場合 の 血 清無機 リ ン 懐
く王P値1の 経時変化 に つ い て検討 した ． 実験方法は，
全血を40C 及 び 250Cに 放置 し， 一 定時間 ごと に 遠心 分
離し， 得ら れ た血清を 日立 736－40 E 型自動分析装置
に て測定した
． その 結果， 全 血 を 25
0
Cに 放置 した 場合，
12時間ま で は採血直後 と比 較 して 最大 15％の 低下傾
向を示 し， 18時間以 降急速 に 高値と なる傾向が み ら れ
た． そ の度合 い は， 18時間後 13．4％増加， 24時間後
90．5％増加， 48時間後4．3倍， 72時間後5．4倍， 96時
間後5．8倍で あ っ た ． 一 方， 採血直後に 血清分離 した
場合 はIP値の 経時変化は認 め ら れ なか っ た ． また 採
血後4
8
Cに 放置 した場合， 96時間まで，工P値の経時変
化は認 め られ な か っ た ．
採血後 の 工P値 の 変化に つ い て は， 比 較的関心が薄
い が ， カ リ ウム な どと共に 経時的変化が起 り易い の で，
検体保存 に 十分留意す る必要が あ る．
2 ． Bilir ubin Oxida seの 基礎的検討と応用
0油野友 二， 山本 豊， 中村英夫
く金沢赤十字病院中央検査部フ
1981年 Mu ra oら に よ っ て 発 表 さ れ た Myr oth－
e ciu m 属 由来の ど リ ル ビ ン に 対 して 強い 特異性 を有
する新酵素 Bilirubin Oxida seくB O Dこ E C．1．3．3．5ン に
つ い て基礎的検討 とそ の 応用例 に つ い て報告す る． 使
用 し た B O Dの 至 適 pH は Unc o njugated Bilir ubin
で pH 7へ 8， M icha elis 定数43．5JLm OIJL 最大反応
速度は 18．5メ m Olノmin で あ っ た ． 本酵素の最大の 特徴
は， ア ル ブミ ン 結合型 ビリ ル ビ ン に は作用 しに く い が ，
非結合型 ビリ ル ビン に は す みや か に作用 する ． こ の性
質 を利用 して 新生児の核黄痘予防の 新 しい 検査法 と し
て注目さ れ て い る Unbo u nd Bilir ub in を B O D反応 の
initi aloxidatio n v elo city よ り求 める こ とが 出来 る．
Total Bilir ubin の 測定に は， S D S やコ ー ル 酸 Na の
よ う な界面括性剤 を用 い て Bil－Alb結合解離 を行 な っ
て測定す る必要がある． S DSを用 い た 検討で は SDS
O．04m m olノL 以 上で解離 を認め た．
3 ． アデノ シ ンデアミナ ー ゼの 基礎的検討 と臨床的意義
0砂田 智子 ， 岩城 護， 高柳声 立
く富山市民病院中央研究検査部1
近年， 臨床検査領域 で ア デ ノ シ ン デ ア ミ ナ ー ゼ
くA D Aンが 注目さ れ て い る が ， 今回 ア ン モ ニ ア の 直接
定量法 に よ る A D キッ ト くM 社ぅ に つ い て ， 測定法の
基礎的検討 を行 ない 各種疾患に お ける血 清お よ び胸水
の 測定結果 よ り， 臨床的意義に つ い て 考察 を試 みた ．
測定法は ， 簡易 で 再現性が良く， 干渉物質も ど リ ル
ビ ン 12 m gノdl で わずか に 低値 を 示 す以外 は， 特 に 問
題は ない と 思われ た
．
肝疾 患に お け る A D A活性 は肝硬変症 で， Ch－E と
r ニ ー 0．685 と負の 相関を 示 し， 肝癌 で Z T T と， 慢性肝
炎で G O T， G P T と あ る程度の正 の 相関 をみ と めた ．
AD A は急性肝炎 よ り慢性肝炎に ， さ らに 肝硬変症， 肝
癌に お い て 明ら かな 高値 を示 し， 肝障害の重 症度 を反
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映して い る と推定され た．
一 方 ， 胸水で は結核性胸膜炎， 癌性胸膜炎 に お
い て ，
有意善が 明瞭 で 鑑別上有用 と思わ れ た－
4 ． 血清グ アナ ー ゼ測定法の検討 と臨床的意義
0 浦田恵美子 ， 岩城 護， 高柳甲立
く宮山市民病院中央研究検査師
帽 的コ 最近， 肝機能検査法 と して の 導入 が 注目 され
る血 清グア ナ ー ゼ に つ い て測定法 を検討 し， 各種疾患
に お け る洒性値の動態を検討 した の で 報告す る．
仁方法コ 8． アザ グ ア ニ ン を基質と し生成さ れ た ア ン モ
ニ アをイ ン ドフ ェ ノ ー ル ブ ル ー と し比 色定量 す る マ ル
ホ社キ ッ ト を使用 した．
亡結剰 634m m に 最大吸収， 反応経時変化 15分ま で，
呈色後の 安定性5時間， 直線性521Uル まで， 同時再現
性良好， 溶血の 影響あり， 凍結保存 で長期安定， 正 常
値 0 へ 3．41 Uル ．
脂肪肝， 胆石症， 代償性肝硬変， 非活動性慢性肝炎
で正 常 叫 軽度上 昇． 非代償性肝硬変活動性慢性肝炎，
肝癌で 上昇． 急性肝炎の極期 で著 しく上昇 し回復期で
下降す る． 他の肝機能検査 と の相関性 は G O T とr ニ
0．91， G P T と 0．69， L D E と 0■65 となっ た ．
亡結音別血清グアナ ー ゼ は G O T と よく相関し， 急性肝
炎や慢性肝障害の病勢 とよ く平行 し， 有力 な肝機能検
査の 一 つ に な る と思う．
血 享夜
座長 山崎義亀与 く福井県立病院う
5 ． 赤血 球粒度分布の検討
一 時 に平均赤血球滞積くM C Vう， 赤血球粒度分布傾
くR D Wいこ つ い て －
0岡田敏春， 長谷川俊雄， 熊谷祐 二
市川雅彦， 黒 田満彦 く福井医科大学検査師
コ ー ル タ ー S P IV を使用 し， MCV と R D Wに つ い て
検 討 し た． MCV の 同時 再現 性 くn ニ201 の C V は
0．22旬 0．53％で あ り， R D W の同時再現性くn こ 20う の
C V は 1．20旬 1 ．83％で あっ た ． M C V の 日差 再現性
くn ニ 401の C V は 0．39％で あり， R D W の 日差再現性
くn ニ 401の C V は1．33ル 2．73％と 良好で あ っ た ． 経時
的変化 は M C V， R DW 共 に 採血後 6時間 まで 測定値
に 影響は認 めら れ なか っ た ． 血 液疾患で は次 の ような
パ タ ー ン が認 め られた ． 急性骨髄性白血病 く17例1 及
び多発性骨髄腫 く9一郎 で は M C V， R D W共 に 正常又
は 高値． 慢性骨髄性白血病 く8イ那 で は M C V 正常
．
R D W高値． 急性リ ン パ 性白血病く9例う及び悪性 リ ン
パ 腫 く15例l で は M C V 正常 ． R D W 正常又 は高値．
急性前骨髄性白血病 く2イ那 で は M C V， RDW 共に 正
． ム
コ言
常 ． 再生不 良性貧血 く1 例I で は M C V， R D W共に高
値． 鉄欠乏性貧血 く13例1 で は M C V低値 ． R D W高
値． M C V と R D W との 組合わ せ に よ り ， 診断上有用 な
情報 が得 られ る も の と思 わ れ る．
6 ． 特異 な経過 をた どっ た高齢者急性白血病の 1例に
つ い て
0 川島猛 志， 桑原卓美， 坂本純子
島崎伊津子 ， 松田正 毅， 佐藤伸二
高橋 薫， 桜川信男 く富山医薬大検査抑
山崎 徹， 市原和俊， 佐々木博
く同 第 3内科I
小泉富美朝 く同 第 2病勢
今回， 我 々 は特異な経過 をた どっ た高齢者白血病を
経験 した の で 報告す る．
症例 こ75 歳主婦． 主訴二 全 身倦怠感 ． 既往歴 こ胃潰
瘍く58歳I． 家族歴 こ 胃癌く父， 夫う． 現病歴こ 昭和60
年 5月初旬全身倦怠感 を覚え， 某医 を受診， 血液検査
の結果白血病 を疑わ れ 5月 27日本学第 3内科入院． 現
症 二 貧血 を認 め頸部に 小豆 大の リ ン パ 節各1 ケ触知．
肝 1横指触知． 入 院時検査成績及び経過 二末梢血で は
W BC3800lm ma く芽球 71％l， 骨 髄 で は有核細胞数
206000lm m3く芽球 93．6％1． こ の芽球 は pe ro xidas e陰
性 く0．5％ に 陽性l， Ial陽性， J5陽性で F A B分類L2
と診断， A d V P療法が開始 され た ． こ の リ ン パ 芽球様
細胞 は 一 時減少 した が 形態 を異 に す る pe r oxidase陽
性 の 単 球様細胞 が増加 し始 め た． こ の 細胞 は ば －N B
e ste r a s e弱陽性， a － N Ae ste r a s e陽性 で あ り血 中リ ゾ
チ ー ム 44．4月gノml， 尿 中 リ ゾチ
ー ム 948〆gノml と高
値 を示 した ． そ こ で B H A C－ D M P療法 に 切 り替 えたと
こ ろ， 血 液学的に 寛解 に 至 っ たが 消化管出血か ら肺炎
を併発 し死亡 した ．
7 ． 悪 性貧血 に お け る血 液形態学的診断の 問題点
0 河村洋 一 ， 池田直行， 長田三枝子
村井恭子 ， 甚 田郁子 ， 河合雄二
吉田 ひ と 美， 品川恵理子
く石川県立中央病院中央検査鮒
従来悪性貧血の 診断 に は ， 骨髄の 巨赤芽球の 出現が
必 須条件 の 1つ と さ れ てき た ． し か し近年悪性貧血の
診断 に は， 放射性同位元素 を使用 す る血 清 vitB1 2の測
定， 内因子 分泌障害の有無の 検索が容易 に な り， 以前
よ り悪 性貧血は正 確に 診断可能と な っ た ． 最近我々 は，
治療前 に vit B1 2が全 く投与 さ れ て い な い 7例の 悪性
貧血 を経験 した の で， それ ら の 症例 の骨髄 へ の 巨赤芽
球の出現状況 を検討 し た． 7例 のう ち， 典型的な巨赤
芽球の 出現 を みた も の は 5例 であ り， 巨赤芽球の認め
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られ なか っ た も の は 2例あり， そ の 2例の う ち， 1例
は僅か に 好中球の過分葉化が散見さ れ る程度 で あ っ
た
．
全例の M C V は 100声m 3で あっ た ． 巨赤芽球の出現
を認めた 5例の 血 清 vitB1 2値 は86旬 181p gJ
l
ml で， 血
液疾患の合併は なか っ た ．
一 方巨赤芽球 を認め なか っ
た2例の Vit B12億 は 165へ 276pgノml で あり， 1例は
赤芽球磨， 1例 は多発性骨髄腫 を合併 して い た．
血 清
座長 高柳申 立 く富山市民病院コ
8． クリ オ グロ ブ リ ン 血症 の 1症例
0 井上 舎子 ， 井上 寿美子 ， 宮本春雄
竹内啓子， 豊 岡圭子 ， 山本詩織， 塩谷勝夫
く福井県立病院検査室1
木藤知任意 く同 内科1
患者 は64 才， 男性， 無職． S 54年頃 よ り足址の 痺痛，
チアノ ー ゼ を時々認 め， S 58年5月下肢 に ， 12月左肘
に各々皮膚潰瘍 を認 めた が， P G Elの 注射 で軽快． S 59
年2月左2， 3祉， 左 2指の 療病 ， チ ア ノ ー ゼ ． 3月
左2指が壊死状態 に な り， 当院入 院．
検査所見ニ T P 7．8gJ
Idl， R Aト1， R A H A 雲X40．
A N Fトl， PIA． gl． 119mg J
，
dl， AE－gl． 9．5 mgノdl．
C H 50， 24 ．5． Cryoglく＋J． p yrogl仁王 蛋白電気泳
動で Y位 に M 蛋白． IgA 152mgldl． IgM 72mgノdl，
IgG 1411m gldl． 尿中 B．J．Pr． ト工 ES R 室2001hr． 比





C で分離さ れ， 26
0
C の室温放置後 5分で白色綿
状沈殿の析出をみ た． ゲル 化 は しな か っ た ． 37
0
C で再
溶解 を試み るも 溶け ず50
0
C30分 で音容解． こ れ は 可逆的
であ っ た
．
c ryo c rit値 11％． IgG一入 m o n o clo n alty pe
と同定され， C ryOgl量は約 2．5gノdl． cryogl を含む全
血清で はIgG 3920m gJ
ldl であ っ た ． 超遠 心分析で は
7Sで あ っ た ．
9 ． P H A法に よ る抗 E N A抗体の 測定と臨床的意義
0 高村利治， 千田靖子 ， 中川直美
山岸幸造， 藤田信 一 ， 松原藤継
く金沢大検査部1
抗EN A抗体価く抗 R N P抗体．抗 Sm 抗体I を簡便
に測定 で き る S E R A TE S T－EN A一 の 試用 治験 を報告
する
．
く測定原噺 家兎胸腺 か ら抽出 した R N PノSm 抗原，
56
0
C 6時間熱処理 を 行 っ た Sm 抗 原 を 固定 ヒ ト赤血
球く0軋 R ト1 に 感作 した感作血球 と被検血清中の
抗E N A抗体との 受 身赤血球凝集反応．
く実験結果I
l ． 試薬の 安定性 溶解後 一 週間ま で 安定．
2 ． 測定感度 抗 R N P抗体 は R N PISm ．PH A 320
倍以 上． 抗 Sm 抗体 はSm ． P H A640倍以 上 で 二 重免疫
拡散法 く工D 法う で陽性．
3 ． 不規則抗体に よる 非特異的凝集 Ee， D， E， S，
Fyb い ずれ の 抗体 も P H A価 8倍以下で あ っ た ．
4 ． R N PISm －P H A疾 患別陽性率 S L E 75．5％，
M C T D lOO％， PS S 25．0％，Sj6gr en症候群 0％，Sm ．
P H A疾患別陽性率 SLE47．2％， M C T D O％， PS S
16．7％， Sj6gr e n症候群0 ％．
5 ． I D法 で 同定 し た 抗 E N A抗体 と P H A反応
抗 RNP 抗 体 陽性 47例 は R NPISm －P H A 320倍 以
上 ， 抗 Sm 抗体陽性 12例 は Sm ．P H A 1280倍以上 ． 抗
S S－ B 抗体単独例， 抗S S．A 抗体 一抗 SS－ B抗体併存例，
抗Scl－70抗体単独例， 抗 Scl－70抗体． 抗S S－A 抗体併
存例 は P H A抗体価40倍以 下であ っ た ．
10， 一 元 免疫拡散法に よ る免疫抑制酸性蛋白測定の 検
討
0 長谷 川俊雄， 杉本英弘， 長原三 輝雄
井村敏雄， 黒 田満彦 く福井医科大学検査部う
一
元 免疫拡散法 に よ る免疫抑制酸性蛋白く王A円 の 測
定に つ い て ， 王A P プレ ー ト く三 光純薬コ を用い て検討
を行っ た． そ の結果以下 の 結論が得ら れ た． す なわ ち
く1 反応温度37
0
C， 反応 時間48時間の 測定が最良の条
件 で あっ た ． く2洞 時再現性 C V l． ト 1．6％， 口蓋変動
CV 2．8％， 直線性 1600ノJgノmlと 良好な結果 で あっ た ．
ただ し測定の つ ど検量線 をた て る こ と が望 ま しい ． く31
プ レ ー ト間差， ホ ー ル 位置 に よる違い ， およ び基準液
の ロ ッ ト間差は認 め られ なか っ た ． た だ しプ レ ー トの
ロ ッ ト間差 が認 め られ た ． 剛健 常備 は M ea n456jLgl
ml，S D 36ノノgノmlくN ニ 50Iで対数正規分布 を示 し，95％
範囲 は229－ 484JLgJ
l
mlと な っ た ． く5J健常者 くM e a n
456＋S E 9．4JLgノml， N こ 501 と癌患者の 血清IA P値
を比較 した と こ ろ， 胃癌 く461＋41声gノml， N こ 2い と
結腸癌く624 ＋97．2声gノml， N ニ 川 で 有意 に 高値くpく
0．01う とな る こ とが確認 され た．
11． ラ テ ッ ク ス比濁法を用 い た尿中微 量 アル ブ ミ ン 測定
の 基礎的検討
0 杉本英弘， 橋本儀 一 ， 森河 浄
長谷川俊雄， 黒 田満彦 く福井医科大学検査部J
玉井利孝， 中井継彦， 宮保 進
く同 第 3内科フ
ラ テ ッ ク ス 比濁法 を用 い た尿中微量 アル ブ ミ ン く以
下 U M AIの 測定 を開発し， その 基礎的及び臨床的検討
を行っ た の で報告す る． 測定方法は ， 抗人 ア ル ブミ ン
家兎王gG を吸着 し た ラ テ ッ ク ス と尿中ア ル ブ ミ ン の
1024
凝集反応 に よ っ て 生ずる濁度 を， L A－2000を使用 し，
585n m に お け る 吸 光度 の 変化 と し て r ate a ss ay し
た
． 本法の 同時再現性 は， C Vニ 0 ．47句 1 ．47％， 添加回
収率 は94．5へ 105．7％， ま た 916m gハ まで 直線性が得
ら れた が， 比較的高濃度 に お い て プ ロ ゾ ー ン 現象が 認
め られ た． 試験紙法で尿タ ン パ ク陰性の 健常者く41名う
と， 尿タ ン パ ク ト1 又 は く士ン の 糖尿病患者く25名う
に つ い て U M A を測定 した と こ ろ， そ れ ぞれ Me an ニ
12．52mglg．Cr， S Dニ 8．85m glg．Cri M e a nニ 70．12
mglg ． Cr，S Dニ 104．Om glg．Cr の 結果 とな り， 後者が
有意な高値 で あっ た ． くpく0．05I 以上 よ り， 試験紙法
との併用 な ど に よ りプ ロ ゾ ー ン チ ェ ッ ク を行 え ば， 本
法に よる U M A測定は簡便， 迅速 で あ るの で ， 糖尿病
性腎症の 早期発見 と， そ の 経過観察 に 有用 で あり実用
性も高い と考 えられ る．
生 理
座長 福永寿暗 く金沢医科大学う
12． マ イ コ ン心 電計 と パ ソ コ ン 組 み合わ せ に よる 心電
図デ ー タ処理 シ ス テ ム の 構成
0 山崎秀 一 ， 二 俣秀夫， 柴山正 美
中田明 美， 池 田孝之 ， 松原藤継
く金沢大検査部J
大沢規人， 新保正 忠 くフ ク ダ電子 株式会社1
自動診断機能を有す る マ イ コ ン心 電計と パ ー ソナ ル
コ ン ピ ュ ー タと を組 み合わ せ て， 波形情報 を含む心電
図デ ー タ の半永久的保存 と管理 を目的と した． 心 電図
デ ー タ処理 の シ ス テム 化 を試み た．
シ ス テム の ハ ー ド構成 は， マ イ コ ン心電計 F C P－220
くフ ク ダ電子う 4台， パ ソ コ ン F M llく富士通う を中
心 と したデ ー タ1次処理装置， パ ソ コ ン N 5200く日本
電気う を中心と した，． デ
ー タ 2次処 理装置の 3つ の部
分 か ら成 っ て い る ．
こ の シ ス テ ム の 導入 に よ り， 0 波形情報 を含む心 電
図解析結果の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の フ ァ イ ル ， 令息
者工D の 入 力に よる 患者 デ ー タの 検索， 患者個人 の 時
系列 デ ー タの比 較 上e年 令， 性別， 検査項目， 診 断名
な どの 条件の組 み合わせ に よ る患者デ ー タの 検索， 磁
心電図結果の オ ー バ ー リ ー ド ， 魯検査台帳， 日報， 月
報 の 自動出力， な どが可能と な り現在有効 に 運用 され
て い る．
13． 長時間携帯用脳波記録装置の有用性に つ い て
0奥 田忠行， 林 史朗， 柴 則子
松田正 毅， 桜 川信男 く宮山医薬大検査部う
山谷美和， 小西 徹く同 小児科1
堀 有行， 数川 悟， 中村 一 郎
く同 神経精神科
通 常 の E E G と携 帯 用 脳 波 長 時 間 記録 装置
くA mbulato ry E EGl を 同時記録 し， 波形 を比 較検討
し， 実際 に 臨床例で使用 した． 対象お よび 方法 二 てん
か ん患者 30名 く3 へ 35剖 を Ambulato ryEE Gで記
録． 1名 は， 通 常の 脳 波計で同時記鼠 電極は 10へ 20
法 で，Ambulato ry E E G は1c m 内側に 設置 し記録． 処
理 方法 こ61直接jetre c orde rで摘記， 偲 page modedis．
play－ re C O rde rは グ ロ リ ア社製 Medidata －300． 結果
お よび 考察 ニ0通常の E E G とjet re c o rde r， page m O．
dedisplay と も 6， e， a 液お よ び睡眠紡錘波は類似波
形 だ っ た が ， Spike や 基 線 の 動揺 は少 し異っ た． 魯
re c o rderの 周波数特性は ， 低域 でや や 増巾， 高域は25
Hz で 減衰． 魯臨床的に ， 値笑 い 発作前， 中， 後とも明
瞭 に 記録 で き た． 似通常 の EEG で 検 出不能 だ っ た
Spike を発 見 し診断で き た 症例 も あ っ た ． 以上 よ り
Ambutato ry E E G は， 24時間の 日常生活を自然の 状
態で記録で き， 臨床検査 上 有用 と思わ れ る．
14 ． 1 回 呼吸法 C O肺拡散能力くD Lcol 測定に お ける
2， 3 の問題点
0 内山充司 く金沢医科大学中央臨床検査師
黄 正寿， 福永寿晴， 寺畑書朔
く同 臨床病理1
大谷信夫 く同 呼吸器内科コ
全自動肺機能測定装置くRI M C O S－1い に 組み込まれ
た 一 回 呼吸法肺拡散能力検査の測定値 の 精度に つ い て
検討 した ． 装置 に 含ま れ る ヘ リ ウム カ サ ロ メ 一 夕 と赤
外線 C O分析器 は非線形歪 み を有 し， こ の ため 従来の
二 点 較正法 で は DLc o測定値 は 23％過 大 評 価さ れた
く健常者 5名ン． こ れ らの ガ ス 分析器 を用 い た機種で
は， 非線形特性 の 補正 を行う こ と が必須 の 条件で ある．
一 方 ， ヘ リ ウ ム カサ ロ メ 一 夕の 酸素濃度変化に よる影
響 は， D Lc o測 定で は考慮 す る必要 が な い ． 健常者の
DLc o測定値 は， Bre ath holdtim eくB H Tl を5， 10，
15， 20秒と 増加す る に つ れ て減少 した． こ れ は Kr ogh
の 理 論式が ， ガ ス 吸 入 中と呼出中の C O拡散量 を無視
し て い る た め に 生 じた も の で あ る ． こ の 間題 は Multi．
plebr e ath hold法 を用 い れ ば改善 され た ． た だ しこ の
方法で も ， 5秒の B H T を用い た場合 は D Lc oは過大
評価さ れ ， した が っ て 10秒以上 の B H Tを用 い る必要
が あ る
．
15． Pa rtiale xpir ato ryflo w v olu m e cu rv e測定法に
つ い て の検討
0 工保百合子 ， 上 尾友美意 ， 二 俣秀夫
松原藤継 く金沢大検査師
学金森 一 紀， 岡藤 和博， 魚谷浩平
く同 第 3内科う
Pa rtial e xpir ato ry flo w，V Olu m e曲線 の 測定法 に
は， 安静吸 気位 か ら呼出する 法く第 1 法1 と， T L C ま
で 吸入 後， 50へ 60％V C まで 一 回呼出 し， 10句 15秒の
bre ath holding を行 っ て か ら R V ま で呼出す る方法
く第2法ン とが あり ます． 今 臥 我々 は， こ の 2つ の
方法で 深 吸気の影響 を健康女性及び， 非発作時の気管
支喘息患者男性を対象 に比 較検討 しま した ． そ して ，
これらよ り， DI Inde x に つ い て は， 方法論 に よ る差 は，
認められ ませ ん で した が， P E F2 5に 関 し て は健常人 で
は第1法の方が 大き く な り， 気管支喘息で は， 拡張剤
吸入後 に P E F25が ， 第 2法で有意に 大 き な値 を示 し ま
した． こ の 原 因は， 不明で すが ， 喘息患者で は， 15秒
のbr e ath holdingが困難で あ り， 呼出努力の差も考慮
する必要が ある と 思わ れ ， PE F V曲線 の 測定法と して
は， 安静吸気位よ り呼出す る方法の方が， 適当と考 え
られた．
細 菌
座長 小西健 一 く富山医科薬科大学う
16， エ ン テ ロ ト キ シ ン 産生黄色 ブ ドウ球菌 の検討
0 黒川佐知子， 飯野 緑， 山形美津枝
川 口 清美， 志甫美徳， 高柳甲立
く富山市民病院中央研究検査部う
最近3ケ 月間 に 当院 の 臨床材料か ら 分離 され た 黄色
ブドウ球菌 100株に つ い て エ ン テ ロ トキ シ ン くEntl 産
生性を検討 し， その 型 と コ ア ブラ 山 ゼ くCo agう 型との
関係や 薬剤感受性成績 に つ い て追究 した．
0臨床材料か ら分離 され る 黄色 ブ ド ウ球菌 は膿由来
が 一 番多い が， Co ag 町型が圧倒的に多いく42％l． QI Ent
産 生 率 で は 膿 由 来 が 非常 に 高 い 傾 向 に あ り
け0へ 90％1， EntA 塾 が多か っ た く47％I． しか し喀
掛 咽頭由来の もの は Ent産生率 は低く ， Co ag 型， Ent
型に つ い て も特定 の 傾向は得ら れ な か っ た ． 母 Co ag
型と Ent型 と の 関係 に つ い て は Co agIV 型に Ent産
生株が多く ， しか も EntA 型 が ほと ん どを占めた． こ
れは T S S患者由来や食中毒患者由来 の 薗に つ い て の
報告と 一 致 した結果 と な っ た
． ゆ EntA 型 を産生 す る
株に は多剤耐性株や オ キ サ シ リ ン ． セ フ ェ ム 耐性株 の
分離率が高い 傾向 をみ と め， 今後， 難治性感染症の 原
因薗と して重 要な問題 と なる で あ ろう と 考え られ る．
17一 ブ ドウ球菌 の 各種鑑別試験 の 比 較検討
0 山下政宣， 久保克美， 長谷 川俊雄
黒 田満彦 く福井医科大学検査部1
臨床材料由来の ブ ド ウ球菌を用 い て ， コ ア ダ ラ ー ゼ
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試験， ラ テ ッ ク ス 凝集反応， レ シ チ ナ ー ゼ反応 く以 下
LV 反応l， D Na se産生 能， マ ン ニ ッ ト分解能お よ び色
素産生能に つ い て 比較検討 した ． コ アグ ラ ー ゼ試験と
他の 鑑別試験 の 一 致率 は ラ テ ッ ク ス 凝集反応 92％，
L V反応 98％， D Na se産生能90％， マ ン ニ ッ ト分解能
89％， 色素塵生能 92％で あ り， L V反応が 最も よ い 一
致率で あ っ た ． また， L V反応 はそ の 術式の 簡便 さか ら
も 日常検査 に お け る ブ ドウ球菌の 鑑別試験と して実用
性が高い もの と思われ た
．
D Na se産生能， マ ン ニ ッ ト
分解能は コ ア グ ラ ー ゼ試験陰性株で は陽性 を示 す株が
そ れぞ れ 26％， 29％みら れ た． ラ テ ッ ク ス 凝集 反応 は
コ ア ブラ ー ゼ試験 との 一 致率が L V反応よ り低 い が ，
判定が 1分以 内で行 え，凝集像が 明瞭 で ある こ と か ら，
迅速 な 同定 を目的と し た場合 に 有用 で あ る と 思 わ れ
た
．
18． 術中胆汁 に お け る細菌学的検討
0福島律子 ， 高野太慶司， 渡辺麒七 郎
く国立金沢病院研究検査料コ
道場昭太郎 く同 外科I
昭和 55年 1 月 よ り昭和 59年12月 ま で の 5年間 に
胆道疾患手術症例 よ り， 術 中採取さ れた胆汁 316例 に
つ い て細菌学的検討 を行 っ た．
し検討結果コ 316例 中細薗陽性例 は 152例， 検 出率
48％． 結石症例 と胆汁中細菌の関係 で は， 胆糞結石 例
73ノ203例， 総胆管結石例 26ノ28例． 結石陽性で細菌も
陽性は 4 1％， 結石 陽性で細菌が陰性が 44％で， 結石 の
存在と細菌陽性 と は無関係 と判明． しか し， 総胆管結
石で は細菌陽性率 93％． ま た， A ． B 両胆汁を採取 し
得た症例で は両者共に 同 一 薗種で あ っ た ． 5年 間の 分
離優位薗は Klebsiella， E． c oli， Enteroba cte rで ， 3
者の 細菌陽性中に 占め る割合は 51％． 妖気性菌検出率
は 6％で， E． c oli との 共存が 多か っ た ． 検出菌 に お い
て 複数薗感染が 51％あ り， それ ら の 薬剤感受性試験で
は単独感染よ り効果が 悪い ． 各種胆道感染薗の 抗生 剤
と して第 3世代 の Cephe m 剤が 特 に 有効 で あ っ たが ，
複数菌感染を考慮 した 使い 方が 望ま れ る
．
19■ 慢性胆嚢炎患者の B 胆汁 か ら分離 され た新種 と
み られ る 一 好塩 ビ プ リオ の 諸性状
吉国桂子 く浅 ノ 川総合病院検査部l
O ノJ
l
l西健 山 く富山医薬大， 医， 細菌 ■ 免疫う
慢性胆嚢炎を併発 した 75才の 心 疾患患者の B 胆汁
か ら 分離さ れ た ビ ブリ オの 生物学的諸性状を検 した と
こ ろ， 低塩耐性 の 好塩菌で あ り ， 乳糖分解性 で ある が
既知 の ビ ブ リ オ と は異り， マ ン ノ ー ス を分解せ ずキ シ




毒力は V． v ulnificus に 比 して や や弱 か っ た が，
マ ウス は敗血症で製死 した． 加 熱死菌と ホ ル マ リ ン死
嵐 お よ び それ ぞれ に 対 す る抗血清を用 い て抗原分析
を行 っ た 結果， V． chole va eを含む ビブ リオ に 共通の
抗原， V． chole r a eを除く ビブ リ オ に 共通 の 抗原， V ．
vulnific u sお よ び V． algin olytic u sに 共通の 抗原 お よ
び本菌 に 特有の抗原がある こ とが 明ら か と な っ た ． 又
D N Aの 相 同性 を検 した 結果， 上 記 の各 ビ ブ リ オ， V ．
angui11a r u m， V ． o rdalii と は全く 異る も ので あり，




0川畑圭子 ， 渡辺 麒七 郎， 川中 剛
富 田小夜子 ， 尾崎 聴
く国立金沢病院研究検査料う
我々 は過去十数年間に 経験 した 致死性サ イ トメ ガ ロ
ウイ ル ス く以 下 C M Vう 感染症 3症例 の 巨細胞封入体
く以下 C M Iうの観察 を試 みた ． 症例1 は新生児で子 宮
内感染例． 特 に 腎 ． 肝の 上 皮細胞 に よ く C M l を認 め，
細胞質内封入休も伴 っ た ． 症例 2 は 朗才男性． 両側 ビ
マ ン 性混合性肺炎で経過約 2 ケ月． 肺 胞上 皮 に C M l
をよく認め た． 症例 3 は 57才男性． 回腸末端部多発潰
瘍で経過約 7 ケ月． C M I は回腸潰瘍底の線推芽細胞や
血 管内皮細胞 に認め た． 症例 2， 3 で はス テ ロ イ ドが
多量投与さ れ た． アザ ン 染色及び Fe ulge n染色で は核
内封入体 は赤染 し， P A Sで は細胞質内封入体 が陽性．
核内封入 体の大 きさ は細胞質内封入体の有無 に か か わ
らず 9ノJ m 前後 で細胞質内封入体 を持つ も の は細胞径
30旬 40ル m ． 免疫組織学的検討と して， 症例 2 の剖検血
清く工F 512倍以 上うを1次抗体と して A B C法を行 な っ
た ． しか し， プ ロ ナ ー ゼ処理 を して も明確な陽性所見
は得 られ な か っ た ． 以 上 を ス ライ ドで 供覧 した．
21． 肺小細胞癌 に お ける核 D N Aの定量
0 西 一 典， 塚田 実， 細川洋平
黒 田 満彦 く福井医科大学検査部う
肺小細胞癌2症例の喀疾を用 い て 核 D N A量を測定
し， 検討 した ． 方法は喀疾 をす り合わ せ塗 抹後， 95％
エ タ ノ ー ル で 湿 潤固定 し， Pa r a r o s a nilin ．Fe ulge n染
色 を行っ た ． 測定 はオ リ ン パ ス 社 B H Z．QR F Lを使用
し， コ ン ト ロ
ー ル は好中球 を約 20個測光 して平均値を
2 C と した． 癌細胞核 D N A量 は， 症例 1 で 平均値
4．66 C， 賓小値 1．42 C， 最大値 16．12 C， 症例 2 は平均
値 4．74 C， 最小値 1．22 C， 最大値 8，66 C と なっ た ．
DNA 量の ヒ ス トグ ラ ム で は ， 症例 1， 2 とも 2C， 4C
に ピ ー ク が あ り 8Cを越 える poly ploid cellを認め，
D N A合成期の細胞 の 存在が 示唆 され た ． しか し， 明ら
か な a n e uploidy は確認 で き な か っ た ． ま た 同時 に測
定 した好中球 ， 組織球の C． V． 値 は 15．9％ へ 22．0％で
あ っ た ．
以上 の結果よ り， 変性細胞 の 多 い 喀疾 で も化学療法
の 効果等 を知 る指標 と して有用 で ある と思 わ れた．
22． M ultic e ntric a ngiofollic ula rlym ph n odehyper－
pla sia の 1例
0細 川洋平， 西 一 典， 塚田 実
森河 浄 ， 黒 田 満彦 く福井医科大学検査鮒
福田 優 く同 第 1病勒
木村和弘， 稲津哲也， 山村真由美
中井継彦， 宮保 進 く同 第3内科
堂前尚規 く同 第1内科1
比較的稀 な疾 患 で あ る m ultic e ntric a ngiofolli－
cula rlym ph n ode hype rpla siaくM AF印 の 1例を報
告す る．
症例 は 48才女性． 全身浮腰， 易疲労感， 微熱を主訴
と し， 心裏水貯留を近医 で 指摘 され ， 福井 医大3内に
て ウイ ル ス 性心 膜炎と診断さ れ， 安静， 塩 分制限， 及
び利尿剤投与で経過観察中， 全身性 リ ン パ 節腫脹をき
た し， 頸部及 び腋簡リ ン パ 節生検組織で は， や や小さ
め の 濾胞が び ま ん性 に 存在 し， 濾胞中心部 はほ ぼ血管
様構築で置換さ れ， 周囲に は小 リ ン パ 球の 同心円状配
列 が み られ た ． 免疫組織化学的に は主 と して抗工gG抗
体陽性 の形質細胞 を濾胞間 に 多く認 め た． 電顕的に は，
微細 な fila m e nt と pin o cytic v e sicle を有す る内皮細
胞が基底膜 に 囲まれ て 濾胞中心部に あ り， 濾胞間には
ゴノレジ装置と rE Rに 富む形質細胞 の 増生 を認めた． さ
ら に 腹部リ ン パ 管造影 で は大動脈か ら綺腸骨動脈リン
パ 節 の 著明な 腰大 を認 めた． 以上 の こ と か ら， 本例は
M A F H， pla s m a c elltype で あ る と診断 した．
23． 眼 簡に 発 生 した B－ Cell lym pho m aと考 えられる
1生検例
0 肥田高嶺， 若木邦彦， 小泉富美朝
く富山医薬大病葺削
鍛治兆治， 大角智寿子 ， 中村泰久
く同 眼榔
症例 は 86才女性． 右眼 球突出を主 訴に 来院． 精査に
て 右眼福腫瘍の診断に て腫瘍摘出術施行． 肉眼的には，
拇 指頭大， 黄白色で結節状外観 を呈 し， 表面は比較的
平滑 で ， 均質 な割面を持 っ た 腫瘍 で あ っ た ． 組織学的
に は， 1ym phoid follicle の 増生 を呈 し， 時に ge r minal
c e nte rも 見ら れ，follicula rlympho m a， m ediu m－Sized
学celltype と診断さ れ た． 1ymphoid follicle 周辺 に は
pla sm a Cellの 増殖 が強 く， follicle 中心 で は tingible
body m a crophage や im m u n obla st を認 める ． 酵素組
織化学的染色で は， A T Pa s eが腰 癌細胞 の細胞膜 に 陽
性で， 単 ク ロ
ー ン 抗 体 に よ る 免疫染色 で は Le u－卜 ，
Le u．6．， Le urlO＋ ， O K Ial＋ ， OK Ml－ で あ り B－ Cell由来
と考えた． 免疫 グ ロ ブ リ ン に つ い て は y 鎖お よ び 入 鎖
が陽性で 免疫電顕に て 工gG産生の 所見が得 られ た． 電
顕的に は， plas m a c ellに 至 る ま で の 各分化段階の 細胞
形態を証明し た． 本例 は pla s m a cellへ の 成熟を 同時
に示す節外性follicula rlym pho m aで稀れ な症例 と考
える．
第14会場 リ ハ ビリテ ー シ ョ ン医 学分 科会
第13 回 北陸リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 医学集談会
一 般演題
1 ． 失語症 患者に お ける発語の 流暢性 － Pa rtII





2． 良好な改善を示 した 一 皮質下失語症例
0 大森周 二， 埴生知則 く恵寿総合病院J
鈴木重忠， 能登 谷 晶子 く金沢大学病院う
榎戸秀昭 く金沢医科大学う
3． 失語症患者の 社会復帰
0稲村 恵， 黒 川 喜代美， 飯 田裕美
伊藤清書 く福井病院う
4 ． 失名詞失語 と思 わ れ る症状を呈 した脳梗塞の 1例
0 吉村菜穂子， 長尾 竜郎， 平野正 治
中林智之 く富山県高志リ ハ ビ リ病院う
5． 当院に お け る長期 入院患者の 社会適応 の 試み







Syndr o m eの 1症例
0 宮 田照美， 岡山智加子 ， 北野善行
大橋雅広 く砺波総合病院ン
松 田 勇 く金沢大学医短1
7． 進行性核上性麻痺患者の症 例報告
0 中島邦博， 伊藤清吾， 黒 川喜代美
く福井病院う
8一 家庭復帰 した脳卒中患者 の 通院作業療法の 1考察
0 大西信勝， ト部弘子 ， 進藤浩美
埴生知則 く恵寿総合病院う
9． 当院に お ける脳卒中片麻痔患者の 興味調査
1027
0 田 中昌代， 平野 千賀， 北形悦子




10． 失調症 の 評価
0 洲崎俊男， 浅井 仁， 立野勝彦
く金 沢大学医短コ
野村忠雄 く金沢大学病院う
11t 加速度計 に よる上 肢協調運動の 評価の 試み
0 鏡田 智美， 尾尻恵子 く金沢大学病院J
松田 勇， 山口 昌夫 く金沢大学医短フ
12． CP 児に 対す る食事動作評価表の作成 の試み
0 島田 栄， 辛島千恵子， 中川等史
安本大樹， 浅倉久美子 ， 山根早由里
辻 成人 く石川整肢学園う
13． 半側空間無視と 日常生情動作
0 坪田裕美子， 佐々 木久美子， 川越 清次
中村真紀子 ， 松村政江， 伊藤清苦
く福井病院1
14． 人 工肘関節置換術後の 1症例
0 出水利雄， 山田俊昭， 西島雄 一 郎
東 田紀彦 く金沢医科大学J
15－ セ メ ン ト レ ス 人 工 膜関節置換術後の 理 学療法に つ
い て
0 弓削 類， 前 田真 一 ， 三 秋泰 一
染矢富士 子， 野 村忠雄 く金沢大学病院1
浅井 仁， 立野勝彦， 山 口 昌夫 く金沢大学医短1
16． ア ウ トサ イ ド ロ ッ キン グ ヒ ン ジ を使用 した肘屈曲
装具の 1症例
0 松平洋子 ， 川合 博， 番谷 巌
く富山医薬大病院フ
田村 茂 く富山高志リ ハ ビ リ病院う
17． A D L自立 した高齢者雨下腿切断の 1症例
0 前田真 一 ， 弓 削 類， 三秋泰 一
染矢富士 子 く金沢大学病院う
立 野 勝彦 く金沢大学医短ン
18， To eto T hu mb術後の 作業療法




19． 自転車 エ ル ゴ メ ー タ ー に よ る腰痛患者の 筋電図
0 内山清 一 ， 川畑義光， 大島 豊
大谷源造， 岩尾 一 美 く恵寿総合病院ン
20． 痺痛 に 対す る低出力レ ー ザ ー 療法の試用経験




21． 呼吸器 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン の 現状 と阻害因子 の検
討
0 島田政則， 高島浩昭， 堀 秀昭
髪元朋史， 奥谷潤 一 郎， 松村政江
く福井病院コ
第15会場 臨床口 腔外科分科会
第 5回 臨床 口 腔外科北陸地方会
一 般演題
1 ． 巨大な 歯根のう胞の 1例
0 宮田 勝， 東野 純也， 玉 井健三
く金沢大う
2． 上顎洞内 を充満せ るfollic ular dental cyst の 1
例
0 中新敏彦， 仲井雄 一 ， 室木俊美
玉井健 三 く金沢大う
3 ． 巨大 な下顎正中のう 胞の 1例
0仲井雄 一 ， 藤元 栄輔， 玉 井健三
く金沢大ン
4 ． 上顎小臼歯部 にみ られ た 巨大 な Epulis の 1例
0 高沢 一 艮， 船本長 一 朗， 中村 哲
渡辺佐長 く金沢医大う
5 ． Am elobla sto m aの 1例
0 室木俊美， 玉 井健三 く金沢大う
6 ． Sj6gr e n
，
s syndr o m eに 合併 し た耳下腺の う 胞 の
1例
0 印枚康祐， 並 川有隣 く福井県立1
7 ． 結核性頸部リ ン パ 節炎 の 1例
0 水分寿雄， 沖田 進， 岩井正 行
新王ltい くみ ， 古田 勲 く富山医薬大う
沢本正登 く富山赤十字ン
8 ． 嫌気性薗感染症と思わ れ る舌 ． 化膿性肉芽腫 の 1
例
0 田 中真也 く石肛県中ン
中新敏彦， 玉井健三 く金沢大フ
9 ． 耳下腺 に発生 した K翫tn e r腫瘍 を思わせ た 1例
0東野純也， 藤元 栄輔， 仲井雄 一
玉 井健三 く金沢大コ
10． 大理 石骨病に 併発 した上 顎腐骨の 1例
0 山田 隆寛， 青森寿美代， 上 田美保子




s syndr o m eの 1例
0 並 川有隣， 印枚康祐 く福井県立う
12． 口 腔内感染症創 の 臨床細菌学的検索
会
0松原完也 加藤隆三 ， 押尾 武
玉井健三 く金沢対
13． 上 顎 中 ． 側切歯， 犬歯埋 伏の 1治験例
0 出村 昇， 和田 清聴， 香林正治
窪田道男， 宮地優子 ， 須佐美隆三
く金沢医大矯正1
14． 大臼歯部舌側 に 生 じた広範な下顎骨隆起の 1例
0斉藤 進， 真舘藤夫， 小竹 弥
三島純子， 吉田秀彦， 古田 勲
く富山医薬対
15． Le Cle r c民事術 に よ る 習慣性顎関節前方脱 臼の
4治験例
0 ノJl金澤 一 美， 伊藤俊祐， 久保田祐子
綾坂則夫， 清水孝之 ， 新家信行
人見権次郎， 石井保雄 く福井医大I
16． 鳴和総合病院歯科 口腔外科 に お け る過去 2年7 ケ
月 の入 院患者の臨床統計的観察
0加藤 一 栄 く鳴和 総合1
玉井健三 く金沢大1
17． 当科に お け る顎 関節症 の臨床的観察
0 綾坂則夫， 伊 東俊祐， 久保 田祐子
清水孝之， 新家信行， 小金澤 一 美
人見権次郎， 石井保雄 く福井医村
18． 口蓋粘膜骨膜弁 に よ り閉鎖 した 上 顎欠損症例
0細川史郎 ， 沖 田 進， 岩井正行
牧野 明， 河合宏 一 ， 古田 勲
く富山医薬大う
19． 下 口唇癌再建の 1例
0 佐藤秋絵， 杉本裕史， 吉森寿美代
山田 耕， 岡野 秀成， 古田 勲
く富山医薬大I
梶村悦郎 く砺波総創
20． 歯肉癌摘出術後の 再建法の 検討
0 藤元栄輔， 中川清昌， 東野純也
中新敏彦， 室木俊美， 玉井健三
く金沢大1
21． 当科に お ける顎骨再建症例 の 臨床的観察
0 清水孝之 ， 伊東俊祐， 久保田祐子
綾坂則夫， 新家信行， 小金 渾
一 美
人 見権次郎， 石井保雄 く福井医村
22． 歯槽堤形成 一 術式 に 関す る臨床的検討－
0新家信之 ， 伊東俊祐， 久保田祐子
綾坂 則夫， 清水孝之 ， 小金澤 一 美
人見権次郎， 石井保雄 く福井医対
23． L M O Xの 術後投与 に 対す る 臨床効果
0押尾 武， 松原完也， 加藤隆三




荒Jl 昌子 ， 中新敏彦， 藤元 栄輔
坂下英明， 中川 清昌， 玉 井健三
く金沢大う
24． M OM の唾液移行 に 関す る実験的検討
0 加藤隆三 ， 松原完也， 押尾 武
宮田 勝， 仲井雄 一 ， 玉井健三
く金沢大1
25． 味曹の熱傷 に 関す る 実験的研究
0 高木嘉子 ， 辻川慶子 ， 吉田 徹




1． 洒鼓様皮膚炎 の 数例
0 鈴木裕至 ， 上 田恵 一 ， 丸尾 充
青山文代， 横地き く香 く福井医大J
2． 色素性痔疹 の 1例
0 島田 由香里 ， 松本繚 － く富山市民1
3． Sw e et 症候群
0 田辺俊英， く宮山赤十字1
長井 忠 く富山市ン
4． けい 酸加里肥料に よ る化学熱傷
0 鈴木 薫， 武 田行正 ， 清 佳治
く金沢医大I
5． 毛孔性紅色附糠疹 の 1例
0 高石公 子 ， 上 田恵 一 く福 井医大う
6． S L Eア の1例
0 辻岡 響， 米澤郁雄 く福井赤十字1
林 正則 く同 内科I
7． Drug－in du c ed S L Eア
0 加世多秀範， 久保勝彦 く福井県立う
春木伸 一 ， 若林正 三郎 ， 河合邦夫
く同 小児科1
8 ． 外傷後疲痕 に 生 じた石灰沈着症




9 ． ベ ラ グラ
0 能川昭夫， 舘 恒 二 く厚生連高岡う
河合昂三 く同 第 1内科フ
10． Ps eudo x a ntho m a ela sticu mの 1例
松井千尋 く富山医薬大1
11． Nodula rfa scitis の 2例
斎藤明宏 く富山医薬大1
12． 遅発性両側性太田母斑
0侶原 繁， 高田 実 く金沢大1
13． Na e v u slipo m atosu s supe rficialis
O三 井 徹， 北村清隆 く国立金沢1
14． Le uko ede m aの 1例
0坂井秀彰， 川島愛雄 ， 斎藤利子
く石川県立中央う
小森 貴 く同 耳鼻咽喉科う
15． 痍贅様変化 を伴 っ た表皮柴腫
0服部邦之 ， 高田 実 く金沢大う
16． 毛包脂腺系の腫瘍
石倉多美子 く公立石ノl伸央う
17． Bo w e n病 一 多発例 一
大槻典男 く舞鶴共済I
18． Osler－Rendu－ W eber病
0 東 晃 く金沢大う
五十嵐厚 く同 第 1内科コ
19． Digital m u c o u s cystく2例l
O 野村佳弘， 倉 田幸夫 く金沢大つ
20． Der m atofibr o s a r co m apr otuber a n c eの 1例
0 清 佳浩， 木村敦子， 小林博人
く金沢医大1
石倉直敬， 安 田幸雄 く同 形成外科う





23． Bo w e n oidpapulosis ofthe ge nitalia
O 筒井清広， 光戸 勇 く金沢大う
三木 甫 く金沢市う
24． 顕症梅毒
0 谷 口 章， 鍛治友昭 く富山県立 中央つ
福田 繁 く富山市プ
25． 顔面播種状粟粒性狼癒
0 舘 倖 二 ， 能川昭夫 く厚生連高岡う




1 ． P G Elの 微小循環お よ び 血液 レ オ ロ ジ ー に 及 ぼ す
影響




2 ． Org N C 45の 臨床研究
一 第 一 報 Single Twitch に よ る各種麻酔方法の
影響の 検討 －
0 野村長明， 野村俊之 く金大麻酔科う
浅地 直 く市立砺波総合病院麻酔科う
奥野 肇， 山本 健， 村上誠 一
く金大麻酔科う
3 ． 北陸地方 に お け る pse udo cholin este ra s eC5保有
者の 頻度
0杉森 隆， 伊藤祐輔 く富山医薬大麻酔科I
4 ． ウサ ギS－A n ode に お け る Li do c ain e， M epiv a．
C ain e， Bupiv a c aine の 効果
0松 田知之 ， 岡宗真 一 郎， 青野 允
森 秀磨 く金医大麻酔科コ
一 般演題刷
座長 金沢大学麻酔科 山本 健
5． 新生児麻酔10年 の 検討
0弘中康雄， 杉野 式康， 須藤 明
柳沢 衛 ， 青野 允， 森 秀磨
く金医大麻酔科う
6 ． Hy pe rthyroidis m の麻酔
一 術前 コ ン トロ ー ル の 不十分 な 2症例 －
0高田 宗明， 八 木裕 一 郎， 清水芳盛
原田 純， 高橋光太郎， 後藤草生
く福医大麻酔科う
浦野博秀 く同 手術部コ
7 ． 頸部脊損直後 の全身麻酔 の経験
0 杉本祐司， 真田宏人， 布 昌彦
斉藤道夫， 上田隆夫 ぐ福井県立病院麻酔科コ
8 ． 肺手術 の呼吸機能に 及ぼ す 影響 く血液ガ ス の 変動
を中心 にう
0 櫛田康彦 く石川県立 中央病院麻酔科つ
野村良明， 片岡久範， 小林 勉
村上誠 一 く金大麻酔科フ
9． Sle ep apn e a syndro m eが疑 われ た 患者の長期人
工呼吸の w e a ni g






10． 救命 し得た 淡水満水 の 1症例
0 田 辺 毅， 桧田 修， 柳沢 衛
青木 允， 森 秀磨 く金医大麻酔科う
11． A－ C by pass術 中 に お け る ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
シ ョ ッ ク の 経験 － C －A M P製剤 が 有効 と思 われ
た 症例
0 加納千栄美， 高 田宗明 ， 原 田 純
中嶋 一 雄， 杉浦良啓， 高橋光太郎
後藤草生 く福医大麻酔科
12． 急性薬物中毒 108例 の 検討
0 真田宏人 ， 布 昌彦 ， 杉本祐司
斉藤道夫， 上 田隆夫 く福井県立病院麻酔科
寺沢秀 一 く同 内科
13－ ピ ロ キ シ カム くフ ェ ル デ ン句 に よる 薬剤怪光線過
敏症の 1例
0 乾早 智子 く石川県立 中央病院麻酔科




座長 金沢医科大学麻酔科 青野 允
14． 局所麻酔時 の 鎮静 に 対 す る flu nitr a zepa m の臨
床評価
0 遠山芳子 ， 石田 浩， 吉田 豊
乾早智子 ， 櫛田 康彦， 新多恵子
浜谷和雄 く石川県立中央病院麻酔科I





16． 当科 に お ける帯状痛疹お よ び癌疹後神経痛に つ い
て
－ 6年間の 統計的考察 －
0 久世照五 ， 島田 雅子 ， 里村 敬
伊藤祐輔 く富山医薬大麻酔科1
17． グア ネ チ ジ ン静注 に よ る局所交感神経 ブ ロ ッ クの
経験
0 東藤義公 ， 大村繁夫
く厚生連高岡病院麻酔科コ
村上誠 一 く金大麻酔学教室う
18． 当科 に お ける 内臓神経ブ ロ ッ ク
0 生垣 正 ， 浅地 直
く市立 砺 波総合病院麻酔科さ
谷口淳朗， 村上 誠 一 く金大麻酔学教室J
特別報告




2． 喘息発作状態に お け る ダー 作動薬吸 入 の 影響 に 関
する 実験的研究
原 田 純 く福医大麻酔科コ
座長 高橋光太郎 く福医大麻酔科う
3 ■ 実 験 的 a spir atio n pn e u m o nia に 対 す る s u r．
fa cta nt補充療法
上 田 隆夫 く福井県立病院麻酔科フ
座長 小林 勉 く金大麻酔科う
